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　　10 月 25 日（日）10 月 25 日（日）上天草市英語村「E-Friends」（姫上天草市英語村「E-Friends」（姫
戸町白嶽森林公園キャンプ場）でハロウィンパー戸町白嶽森林公園キャンプ場）でハロウィンパー
ティーが行われました。この日は魔女やお化けなティーが行われました。この日は魔女やお化けな
どに仮装をして、いろいろなゲームやジャコランどに仮装をして、いろいろなゲームやジャコラン
タン（写真：右）作りなどを楽しんでいました。タン（写真：右）作りなどを楽しんでいました。
当日は地元の英会話の先生方もボランティアとし当日は地元の英会話の先生方もボランティアとし
て参加され、たくさんの笑顔に包まれていました。て参加され、たくさんの笑顔に包まれていました。



平成20年度決算報告

表３．歳出（性質別） （単位：百万円）

項項　　　　目目 Ｈ20決算Ｈ20決算 Ｈ19決算Ｈ19決算（（比較比較））

義務的経費 8,200 8,513（△313）

人 件 費 3,235 3,478（△243）

扶 助 費 2,269 2,276 （△7）

公 債 費 2,696 2,759 （△63）

その他の経費 5,949 5,237 （712）

物 件 費 1,083 1,135 （△52）

維 持 補 修 費 43 39 （4）

補 助 費 等 2,396 2,052 （344）

積 立 金 257 130 （127）

投資出資貸付金 135 129 （6）

繰 出 金 2,035 1,752 （283）

投資的経費 1,451 2,018（△567）

普通建設事業 1,372 2,005（△633）

災害復旧事業 79 13 （66）

合　　計 15,600 15,768（△168）

普通会計

　平成 20 年度の市の一般会計や特別会計の決算が 10 月の決算
特別委員会で承認されましたので、皆さまが納められた税金や
負担金、国や県からの補助金などの収入がどのくらいで、どの
ように使われたのかを、前年度決算と比較分析しお知らせいた
します。
　すべて普通会計ベース（普通会計…一般会計、診療所・斎場・
天草四郎メモリアルホール特別会計）
※各会計の歳入歳出決算は表６参照

平成
20年度

表１．歳入 （単位：百万円）
項　　目 Ｈ20決算 Ｈ19決算（比較）

自主財源 3,901 4,059 （△158）
地 方 税 2,383 2,386 （△3）
繰 入 金 335 302 （33）
繰 越 金 451 503 （△ 52）
諸 収 入 325 394 （△69）
その他（※１） 407 474 （△67）

依存財源 12,220 12,160 （60）
地方譲与税等（※２） 519 570 （△ 51）
地方交付税等（※３） 8,039 7,801 （238）

国庫支出金 1,386 1,022 （364）
県 支 出 金 1,197 1,282 （△85）
地 方 債 1,079 1,485（△ 406）
合　　計 16,121 16,219 （△ 98）

　

歳
出
の
特
徴
は
、
表
２
の
と
お

り
歳
出
総
額
に
対
し
て
社
会
保
障

経
費
で
あ
る
民
生
費
に
お
い
て

28
％
、
建
設
事
業
の
財
源
と
し
て

借
入
れ
た
地
方
債
償
還
費
で
あ

る
公
債
費
に
お
い
て
17
％
と
、
こ

の
両
経
費
で
45
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
社
会
保
障
経
費
に
お
い

て
は
、
国
の
制
度
的
な
も
の
で
あ

り
、
徐
々
に
伸
び
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、「
借
り
過
ぎ
た
借

金
」
の
影
響
で
公
債
費
が
多
額
で

あ
り
、
歳
入
が
減
少
す
る
中
、
他

の
経
費
へ
の
影
響
が
大
き
く
、「
予

算
の
質
」
の
向
上
を
目
指
す
本
市

に
と
っ
て
は
、
負
担
軽
減
は
最
重

要
課
題
で
あ
り
基
準
を
設
け
て
計

画
的
な
地
方
債
の
発
行
を
行
い
、

平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
繰

上
償
還
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
区
分
す
る

と
、
表
３
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。
円
グ
ラ
フ
の
右
側
（
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
）
が
義
務

的
経
費
で
任
意
に
節
減
で
き
な
い

経
費
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
歳

出
総
額
の
52
％
と
約
半
分
を
占
め

て
お
り
、
弾
力
性
が
な
い
極
め
て

硬
直
し
た
財
政
運
営
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳入
161億2,103万円
（前年度△0.6％減）

歳出
156億33万千円
（前年度△1.1％）

※ １その他…分担金および負担金、使用料および手数料、
財産収入、寄附金
※ ２地方譲与税等…地方譲与税、利子割交付金、配当割
交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税、交付金、
ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、交通安
全特別対策交付金
※ ３地方交付税等…地方交付税、地方特例交付金

歳
出
の
内
訳（
目
的
別
）表
２

歳
出
の
内
訳（
性
質
別
）

　

円
グ
ラ
フ
の
地
方
税
か
ら
右
回

り
に
そ
の
他
ま
で
が
自
主
財
源
と

な
り
、
地
方
譲
与
税
等
か
ら
地
方

債
ま
で
が
依
存
財
源
と
な
り
ま

す
。
こ
の
図
を
見
て
い
た
だ
く
と

分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
歳
入
総
額

に
対
し
て
自
主
財
源
比
率
（
繰
入

金
・
繰
越
金
含
む
）
は
24
％
、
依

存
財
源
比
率
は
76
％
と
依
存
財
源

に
頼
り
き
っ
た
歳
入
構
造
か
ら
は

脱
し
て
い
な
い
こ
と
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
依
存
財
源

の
中
で
も
66
％
の
地
方
交
付
税
等

は
、
歳
入
総
額
の
50
％
を
占
め
て

お
り
、
国
の
意
思
決
定
に
よ
り
揺

ら
ぐ
非
常
に
脆
弱
な
財
政
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳

表２．歳出（目的別） （単位：百万円）

項　　目 Ｈ20 Ｈ19 比　較

議 会 費 184 186 △ 2

総 務 費 2,587 2,346 241

民 生 費 4,404 4,437 △33

衛 生 費 1,554 1,589 △35
農 林
水 産 費 1,112 1,143 △ 31

商 工 費 282 288 △6

土 木 費 1,116 931 185

消 防 費 620 977 △357

教 育 費 966 1,099 △ 133
災 害
復 旧 費 79 13 66

公 債 費 2,696 2,759 △63

合 計 15,600 15,768 △ 168
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平成20年度決算報告

家
計
に
お
き
か
え
る
と
…
。

表４．上天草家の歳出（実際の金額の 10,000 分の 1） （単位：千円）

項目

食　費 医　療 返　済 衣　類 車　検

H20H20 323 227 270 108 4
H19H19 348 228 276 113 4

項目

交　際 積　立 学　費 環　境

合　計

H20H20 240 26 217 145 1,560
H19H19 205 13 188 202 1,577

表７．財政指標 （単位：％、百万円）
項　目 自主財源比率（※４）経常収支比率（※５）実質公債費比率（※６） 地方債現在高 積立金現在高（※７）
Ｈ20決算 19.3 95.0 17.4 21,519 803
Ｈ19決算
（比較）

20.1
（△0.8）

97.4
（△ 2.4）

18.0
（△ 0.6）

22,735
（△1,216）

713
（90）

県内市平均値 ‒ 94.0 14.9 ‒ ‒
 ※ ４自主財源比率…市町村独自に調達しうる財源が歳入総額に対しどの程度あるのかを示す
※ ５経常収支比率…財政の硬直度を示すものであり、高いほど臨時的な経費に対応できない柔軟性が欠ける状況を示す（適当
と認められる数値、市町村 75％、市 80％）
※ ６実質公債費比率…関係する全ての公債費の資金繰りが財政運営に及ぼす危険度を示す（地方債の許可基準 18.0％で県内
２団体のみ）
※ ７積立金現在高…財政調整基金と減債基金の合計額

　
表６．平成 20 年度各会計の決算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　計　名
平成 20年度決算 平成 19年度決算 差　　額

歳入額 歳出額 歳入額 歳出額 歳入額 歳出額

一般会計 16,023,447 15,512,091 16,107,562 15,665,291 ▲ 84,115 ▲ 153,200

　国民健康保険（事業勘定） 5,054,818 4,872,320 5,229,832 5,220,442 ▲ 175,014 1,651,878

　老人保健医療 557,251 548,016 5,608,312 5,608,312 ▲ 5,051,061 ▲ 5,060,296

　診療所 63,793 60,581 66,062 64,200 ▲ 2,269 ▲ 3,619

　国民健康保険（直営診療施設） 57,753 57,469 71,050 69,746 ▲ 13,297 ▲ 12,277

　介護保険 3,174,240 2,949,961 2,992,435 2,808,824 181,805 141,137

　斎場 13,158 10,714 13,195 10,686 ▲ 37 28

　天草四郎メモリアルホール 37,086 33,400 47,094 43,102 ▲ 10,008 ▲ 9,702

　後期高齢医療 348,072 346,129 0 0 348,072 346,129

　公共下水道事業 706,617 697,178 593,183 583,974 113,434 113,204

　物揚場造成事業 16,777 16,708 16,938 16,707 ▲ 161 1

　地域開発事業 7,110 7,110 10,895 10,895 ▲ 3,785 ▲ 3,785

特別会計 10,036,675 9,599,586 14,648,996 14,436,888 ▲ 4,612,321 ▲ 2,837,302

　上水道事業 868,270 862,549 916,807 899,145 ▲ 48,537 ▲ 36,596

　病院事業 3,244,919 3,174,541 3,106,329 3,041,971 138,590 132,570

公営企業会計 4,113,189 4,037,030 4,023,136 3,941,116 90,053 95,974

合　　　計 30,173,311 29,148,767 34,779,694 34,043,295 ▲ 4,606,383 ▲ 2,894,528

　

平
成
20
年
度
決
算
を
月
々
の
家

計
に
お
き
か
え
て
み
ま
す
。

　
「
上
天
草
家
」夫
婦
、会
社
勤
め
・

学
生
の
子
ど
も
が
一
人
ず
つ
、
祖

父
母
が
別
世
帯
で
生
活
し
て
い
る

と
設
定
し
ま
す
。

　

上
天
草
家
の
月
々
の
家
計
の

決
算
は
、
支
出
で
１
５
６
万
円

で
、
そ
の
主
な
収
入
と
し
て

は
、
父
親
の
給
料
（
地
方
税
）

23
万
８
千
円
と
、
母
親
の
パ
ー
ト

収
入
と
長
男
の
収
入
（
税
外
収

入
）
12
万
５
千
円
。
で
も
そ
れ
だ

け
で
は
足
り
ま
せ
ん
の
で
、
祖
父

母
か
ら
仕
送
り
（
地
方
交
付
税

等
）
１
０
６
万
２
千
円
を
も
ら

い
、
銀
行
（
地
方
債
の
発
行
）
か

ら
10
万
８
千
円
借
入
れ
て
、
月
々

を
し
の
い
で
い
ま
す
。

　

支
出
の
内
容
に
お
い
て
は
、
家

庭
で
は
欠
か
せ
な
い
食
費
・
光

熱
水
費
（
人
件
費
）
に
32
万
３
千

円
、
病
院
代
や
親
の
介
護
費
用

（
扶
助
費
）
に
22
万
７
千
円
、
こ

の
病
院
代
（
扶
助
費
）
は
、
祖
父

母
の
高
齢
化
に
よ
り
今
後
ま
す
ま

す
か
か
り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
借
金
の
返
済
（
公
債

費
）
に
は
27
万
円
も
か
か
っ
て
い

ま
す
が
、
う
ち
３
万
千
円
は
、
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
繰
り
上
げ
て

支
払
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
つ

の
支
出
の
計
で
約
53
％
を
占
め
苦

し
い
台
所
事
情
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
宅
の
環
境
を
よ
く

す
る
た
め
改
修
費
（
普
通
建
設
事

業
）
を
14
万
５
千
円
使
っ
て
い
ま

す
が
、
集
中
的
に
投
資
す
る
こ
と

で
一
カ
所
ず
つ
片
付
け
て
行
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子

ど
も
が
大
学
生
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
学
費
（
繰
出
金
等
）
と
し

て
、
21
万
７
千
円
と
前
年
度
よ
り

２
万
9
千
円
増
額
し
家
計
を
窮
屈

に
し
て
い
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
す
の
で
、
と
て
も
夫
婦
で
稼

い
だ
お
金
（
自
主
財
源
）
31
万
千

円
で
は
賄
い
き
れ
ず
、
祖
父
母

の
仕
送
り
な
ど
（
依
存
財
源
）

１
２
２
万
２
千
円
が
な
い
と
生
活

で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

家
計
を
苦
し
め
て
い
る
ロ
ー

ン
現
在
高
（
地
方
債
現
在
高
）

は
、
年
々
減
少
し
て
い
る
も
の
の

２
１
５
万
２
千
円
、
父
の
月
の
給

料
の
お
お
よ
そ
10
倍
あ
り
、
こ
れ

は
、
祖
父
母
と
同
居
す
る
た
め
に

家
の
増
改
築（
国
の
景
気
対
策
等
）

を
し
た
時
の「
借
り
過
ぎ
た
借
金
」

が
一
番
の
問
題
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

主
な
財
政
指
標
で
あ
る
表
７

を
見
る
と
、
経
常
収
支
比
率
95
・

０
％
、
実
質
公
債
費
比
率
17
・

４
％
、
自
主
財
源
比
率
19
・
３
％

と
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
よ
り
改
善
し

ま
し
た
。
依
然
と
し
て
自
主
財
源

に
乏
し
く
、
依
存
財
源
体
質
か

ら
脱
却
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
、
今
後
の
最
大
の
課
題
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
効
率

的
な
執
行
に
心
が
け
た
成
果
で
あ

り
、
財
政
健
全
化
計
画
（
リ
バ
イ

バ
ル
プ
ラ
ン
）
を
遂
行
し
た
こ
と

の
実
証
で
も
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、

県
内
市
の
平
均
値
と
比
較
す
る

と
、
経
常
収
支
比
率
で
１
・
０
％
、

実
質
公
債
費
比
率
で
２
・
５
％
上

回
っ
て
お
り
、
県
内
市
平
均
値
を

早
期
に
下
回
る
よ
う
努
め
ま
す
。

※ 詳細については、予算書・決算書及び決算成果説明書が、各図書館においてありますので見てください。
※ 普通会計決算は、一般会計、診療所・斎場・天草四郎メモリアルホール特別会計の合算額になりますが、純計操作をしてお
り単純に４会計の合算額ではありません。

計
画
数
値
上
回
る
好
結
果

食費・光熱水費･･････人件費

医療････････････････扶助費

ローン返済･･････････公債費

衣類････････････････物件費

車検････････････維持補修費

交際費････････････補助費等

積立金･･････････････積立金

学費････････････････　　　
 繰出金、投資出資及び貸付金

環境････････････投資的経費

表５．上天草家の歳入（実際の金額の 10,000 分の 1） （単位：千円）

項目

給　料 パート 預金引出 繰越金

H20H20 238 73 34 45
H19H19 239 87 30 50

項目

仕送り 息子収入 ローン

合　計

H20H20 1,062 52 108 1,612
H19H19 1,010 57 149 1,622

自主財源
　父の給料･････････････････････････地方税
　母のパート･･･････････････････････　　　
　　 分担金および負担金、使用料および手数

料、財産収入、寄附金、諸収入
　預金引出･････････････････････････繰入金
　前月繰越金･･･････････････････････繰越金

依存財源
　仕送り･･･････････････････････････　　　
　　 地方交付税、地方特例交付金、国支出金、

県支出金
　息子収入･････････地方譲与税、各種交付金
　ローン･･･････････････････････････地方債
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雇
用
状
況
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

天
草
地
域
に
お
け
る
有
効
求
人
倍
率

（
公
共
職
業
安
定
所
に
申
し
込
ま
れ

て
い
る
求
職
者
数
に
対
す
る
求
人
数

の
割
合
）は
直
近
の
本
年
８
月
で
０
・

28
で
あ
り
ま
し
た
。

　

　

１
０
０
人
の
う
ち
28
人
し
か
職
に

就
け
な
い
状
況
下
に
あ
り
、
上
天
草

市
含
め
て
天
草
地
域
は
非
常
に
厳
し

い
雇
用
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
来
の
世
界
金
融
危
機
が
影
響

し
て
い
る
と
は
い
え
、
生
活
の
糧
を

得
る
場
が
な
い
と
い
う
の
は
切
実
な

問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
昨
年
12
月
以
来
、「
緊

急
雇
用
対
策
本
部
」
を
庁
舎
内
に
設

置
し
、
雇
用
環
境
に
お
け
る
情
報
の

収
集
と
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
が
、
国
の
雇
用
対
策
事

業
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
基
金
」
並
び
に
「
緊
急
雇
用
創
出

基
金
」
を
活
用
す
る
雇
用
対
策
事
業

で
あ
り
、
当
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
、

１
０
５
人
の
雇
用
を
創
出
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

１
０
５
人
の
方
に
は
、
当
市
の
臨

時
職
員
等
と
し
て
学
校
図
書
館
の
整

理
や
イ
ノ
シ
シ
被
害
実
態
調
査
、
ま

た
は
市
道
や
公
園
の
整
備
な
ど
、
市

政
全
般
に
お
け
る
様
々
な
業
務
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
広
報
11
月
号
が
届
く

こ
ろ
に
は
、
当
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
雇
用
に
関
す
る
総
合
的
な
コ
ー
ナ

ー
（
し
ご
と
コ
ー
ナ
ー
）
を
開
設
し

ま
す
。
し
ご
と
コ
ー
ナ
ー
で
は
求
職

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
求
人
情
報
や
事
業

者
支
援
の
た
め
の
助
成
制
度
な
ど
、

雇
用
関
連
の
情
報
を
随
時
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。

　

景
気
が
本
格
的
に
回
復
す
る
ま
で

の
間
、
行
政
と
し
て
出
来
う
る
限
り

の
こ
と
は
す
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す

し
、
雇
用
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
は
強
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

市
内
の
各
事
業
所
に
お
か
れ
て

も
、
景
気
が
悪
化
す
る
中
、
な
ん
と

か
し
て
雇
用
を
維
持
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も

当
市
の
雇
用
を
で
き
る
だ
け
維
持
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

vol.31

雇
用
問
題
は
切
実
で
す

雇
用
の
場
の
確
保
に
向
け
て

平成 21 年度平成 21 年度

　上天草市タウンミーティングは、市民との協働に
よるまちづくりを推進するため、市民の皆さんから
建設的な意見を聴取し、政策に反映することを目的
として実施します。

【日時・場所】

受　　付　午後 6時 30 分から　　
開始時間　午後７時から
終了時間　午後 8時 30 分まで（原則 90 分）

　　【ミーティングの内容】【ミーティングの内容】
　今回のタウンミーティングでは、こ　今回のタウンミーティングでは、こ
れまでの取組みや今後の市政の方向性れまでの取組みや今後の市政の方向性
について説明を行い、意見をお願いすについて説明を行い、意見をお願いす
るものです。るものです。

詳しくは、総務課行政係までお尋ねください。
☎ 0964（56）1111 内線（1246）

▼

緊
急
雇
用
辞
令
交
付
式
の
様
子

環境シリーズⅣ

上天草市レジ袋削減推進協議会上天草市レジ袋削減推進協議会
　　　　　　　　　　　を設置しました！　　　　　　　　　　　を設置しました！

～ごみの減量化に向けて～～ごみの減量化に向けて～

清掃センター搬入量
可燃ごみ 7,441

不燃・粗大ごみ 501
資源ごみ 888
合計 8,830

（単位：トン）

ごみ処理費用
委託料 73,356,044
負担金 440,594,000
合計 513,950,044

（単位：円）

参考
１トン当たりの処理費用（円） 58,205
１人当たりの処理費用（円） 15,713
１人当たりの搬出量（トン） 0.27

年度末人口（人） 32,709

平成 20年度のゴミ処理の現状
（表１）

第１回協議会報告第１回協議会報告

　９月 30日（水）に開催した委員の委嘱状交付式及び第１
回協議会では、市区長連合会会長の森山髙信さんが本協議会
の会長に選出され、まず、本市のごみ処理の現状（表１）と
他市の取組状況及びアンケートの集計結果〈抜粋〉（表２）
等を踏まえて、取組みの基本方針及び協議会の活動方針（第
２回協議会までの継続協議事項）について協議を行いました。

　

市
で
は
、
ご
み
減
量
化
に
向
け
た
取
組
み
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
多
量
に
消
費
・
廃
棄
（
焼
却
処
理
）
さ
れ
て
い
る

レ
ジ
袋
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
上
天
草
市
レ
ジ
袋

削
減
推
進
協
議
会
」（
構
成

：

市
民
団
体
、
事
業
者
、
商

工
会
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
に
お
け
る
取
組
み
は
、
循
環
型
社
会
の
形

成
と
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
本
市
の
ご
み
処
理
費
用
の
削

減
に
つ
な
が
り
、
今
後
、
協
議
会
に
お
い
て
は
、
レ
ジ
袋

の
有
料
化
等
に
向
け
た
検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

次
世
代
に
「
美
し
い
上
天
草
市
」
を
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
も
、
本
取
組
み
へ
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

アンケートの集計結果〈抜粋〉（表２）
問　マイバッグを持っているか
１．持っている 80.2 
２．持っていない 19.8 

（単位：％）

問　買い物に行く際、マイバッグを持参しているか

１．いつも持参 22.0 
２．時々持参 35.1 
３．ほとんど持参していない 17.4 
４．全く持参していない 25.5 

（単位：％）

問　レジ袋の有料化についてどう思うか
１．賛成 59.1 
２．反対 16.9 
３．どちらでもない 24.0 

（単位：％）

問　利用する店がレジ袋を有料化したらどうするか

１．マイバッグ持参 81.5 
２．お金を払いレジ袋を買う 11.9 
３．他店を利用 4.4 

（単位：％）
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【
新
宅
靖
司
議
員
】

▼
財
政
に
つ
い
て

▼
松
島
庁
舎
に
つ
い
て

▼
指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て

▼
教
良
木
地
域
の
経
済
振
興
に
つ
い
て

【
宮
下
昌
子
議
員
】

▼
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

▼
水
道
事
業
に
つ
い
て

▼
建
設
業
者
の
仕
事
確
保
に
つ
い
て

▼
財
政
問
題
に
つ
い
て

【
髙
橋　

健
議
員
】

▼
13
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

▼
地
域
通
貨
に
つ
い
て

【
小
西
涼
司
議
員
】

▼
松
く
い
虫
被
害
に
つ
い
て

▼
学
校
教
育
に
つ
い
て

【
島
田
光
久
議
員
】

▼
住
民
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

▼
上
天
草
市
経
済
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

▼
上
天
草
市
の
公
共
事
業
指
名
入
札
制
度
に
つ
い
て

【
北
垣　

潮
議
員
】

▼
上
天
草
高
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

▼
市
内
の
防
犯
灯
に
つ
い
て

▼
漁
業
被
害
に
つ
い
て

▼
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

【
田
中
勝
毅
議
員
】

▼
姫
戸
ダ
ム
に
替
わ
る
治
水
対
策
に
つ
い
て

■
一
般
質
問
（
質
問
項
目
の
み
掲
載
）

議案番号 議　案　名 概　　　　　　　　　要 議決結果 担当課

議案第 59号
上天草市漁業育成基金
条例を廃止する条例の
制定について

平成 14年旧龍ヶ岳町において漁協の健全育成を図るために
制定されましたが、初期の目的を達成したことにより廃止
するもの。

原案
可決

農林水産課

議案第 60号
上天草市国民健康保険
条例の一部を改正する
条例の制定について

健康保険法施行令等の一部改正に伴い、平成 21年 10 月１
日から平成 23年３月 31日までの間に出産したときに支給
する出産育児一時金の金額について、４万円を加算（35万
→ 39万円）するもの。

原案
可決

保健課

議案第 61号
上天草市姫戸母子健康
センター条例を廃止す
る条例の制定について

姫戸老人福祉センター内に併設されていた姫戸母子健康セ
ンターを廃止するためのもの。

原案
可決

保健課

議案第 62号
上天草市立学校設置条
例の一部を改正する条
例の制定について

平成 22年４月１日から市立樋合小学校と市立今津小学校を
統合するためのもの。

原案
可決

学務課

【条例改正等】

【補正予算】
議案番号 議　案　名 【歳入歳出補正額】・補正の主な内容 議決結果 担当課

議案第 63号
一般会計補正予算（第
４号）

【7億 9,644 万円　増額】
（国の地域活性化・経済危機対策臨時交付金等に伴う事業予
算の増額など）
歳入　国庫支出金 2億 58 万円、県支出金 6,757 万円、繰
越金 4億 5,501 万円など。
歳出　地域通貨事業補助金 5,500 万円、さんぱーる加工
場新設事業 3,983 万円、林道平山線舗装工事 7,800 万円、
国民宿舎松島苑解体事業 3,000 万円、緊急雇用創出事業
3,233 万円、地方債繰上償還金等 2億 2,921 万円及び調整
基金積立金 1億 4,000 万円など。

原案
可決

財政課

平成 21年平成 21 年
第 6回上天草市議会定例会　審議結果第 6回上天草市議会定例会　審議結果

▼
国
道
２
６
６
号
改
築
工
事
に
つ
い
て

【
窪
田
進
市
議
員
】

▼
上
天
草
市
の
特
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立

に
つ
い
て

▼
農
、
漁
業
、
市
の
特
性
を
生
か
し
た
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
小
、
中
学
校
の
統
廃
合
に
よ
る
校
舎
の
跡

地
活
用
に
つ
い
て

【
田
中
万
里
議
員
】

▼
補
助
金
に
つ
い
て

▼
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
活
動
支
援
に
つ
い
て

▼
「
観
光
再
生
元
年
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
子
育
て
支
援
策
補
助
金
に
つ
い
て

▼
指
名
入
札
に
つ
い
て

【
田
中
辰
夫
議
員
】

▼
松
島
商
業
高
校
廃
校
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

▼
小
中
学
校
廃
校
及
び
保
育
園
廃
園
後
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て

▼
上
天
草
の
防
災
に
つ
い
て

【
川
口　

望
員
議
員
】

▼
経
済
振
興
対
策
に
つ
い
て

【

塚　

安
親
議
員
】

▼
上
天
草
市
奨
学
金
貸
与
条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て

▼
イ
ノ
シ
シ
の
処
分
、
処
理
場
、
加
工
場
の

建
設
に
つ
い
て

▼
副
市
長
の
人
事
に
つ
い
て

【
西
本
輝
幸
議
員
】

▼
機
構
改
革
に
つ
い
て

▼
松
島
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

傍聴者数
９月１日＝４人、４日＝３人、８日＝ 32人
９日＝ 19人、10日＝ 79人、17日＝５人
合計＝ 142 人

議案第 64号
国民健康保険特別会計
（事業勘定）補正予算
（第２号）

【2億 2,466 万円　増額】
（後期高齢者支援金の確定等に伴うもの）
歳入　前期高齢者交付金 5,129 万円、繰越金１億 8,149 万
円など。
歳出　後期高齢者支援金 6,031 万円、財政調整基金積立金
6,500 万円など。

原案
可決

保健課

議案第 65号
老人保健医療特別会計
補正予算（第１号）

【923 万円　増額】
（平成 20年度医療諸費の確定に伴うもの）
歳入　繰越金 923 万円
歳出　国、県等への返還金 489 万円、一般会計繰出金 433
万円。

原案
可決

保健課

議案第 66号
診療所特別会計補正予
算（第３号）

【145 万円　増額】
歳入　一般会計繰入金マイナス 175 万円、繰越金 321 万円。
歳出　産休代替職員人件費 94万円、県補助金返還金 51万円。

原案
可決

保健課

議案第 67号
介護保険特別会計補正
予算（第１号）

【1 億 2,624 万円　増額】
歳入　繰越金 1億 2,611 万円など
歳出　介護給付費確定に伴う２号被保険者負担金の 20
年度分返還金及び繰越金の予備費への計上など。

原案
可決

高齢者
ふれあい課

議案第 68号
斎場特別会計補正予
算（第３号）

【218 万円　増額】
平成 20年度繰越金確定によるもの。

原案
可決

環境衛生課

議案第 69号
天草四郎メモリアル
ホール特別会計補正
予算（第１号）

【353 万円　増額】
歳入　繰越金 353 万円
歳出　館内清掃業務委託料 12万円、基金積立金 341 万
円。

原案
可決

商工観光課

議案第 70号
公共下水道事業特別
会計補正予算（第３
号）

【22 万円　増額】
歳入　繰越金 943 万円
歳出　職員共済費負担金率の変更による増額 22万円

原案
可決

都市整備課

議案第 71号
物揚場造成事業特別
会計補正予算（第１
号）

【予算額変更なし】
起債償還金に充当予定の阿村物揚場占用料が増額となっ
たため、一般会計から充当予定の繰入金を減額するもの。

原案
可決

建設課

議案第 72号
後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１
号）

【332 万円　増額】
歳入　繰越金 194 万円など。
歳出　緊急雇用対策 58 万円、後期高齢者医療広域連合
納付金 80万円など。

原案
可決

保健課

議案第 73号
水道事業会計補正予
算（第１号）

収入　国の地域活性化・経済危機対策臨時交付金 2,000
万円。
支出　松島町倉江浄水場建設事業に伴う水道事業変更認
可申請書委託費 1,780 万円及び基本設計委託費 1,870 万
円など。

原案
可決

水道局

※議案名は一部省略してあります。
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【請願・陳情】
陳情番号 件　名 内　　　　　　　　　容 議決結果

請願第１号
学校規模適正化（樋合小学校統合再考）に関
する請願書

樋合小学校統合問題の再考 不採択

陳情第 12号
地元４行政区（前平、小平、貝場、小瀬戸）
への産交バス乗り入れ運行についての陳情書

４地区へのバス乗り入れ 不採択

陳情第 14号
温泉送湯管の改修に伴う補助金拠出に関する
陳情書

松島温泉事業組合送湯設備の改修計画に伴う
補助金の拠出について

不採択

陳情第 15号 湯島トイレ・待合所の設置に関する陳情書
船着場に近い場所にきれいなトイレと 15人
くらい座れる休憩所の設置

採択

陳情第 17号
国民健康保険はり灸あんまマッサージ施術券
の交付についての陳情書

はり灸あんまマッサージ施術券（助成券）
の交付

採択

陳情第 18号 七ッ割漁港の浚渫に関する陳情書 漁港内海底土砂の取り除き 採択

【その他議案】

議案番号 議　案　名 概　　　　　　　　　要 議決結果 担当課

認定第 1号
平成 20 年度上天草市
歳入歳出決算の認定に
ついて

地方自治法第 233 条第 3項の規定により、議会の認定を求
めるもの。一般会計の分は次のとおり。
歳入決算額 160 億 2,344 万円
歳出決算額 155 億 1,209 万円
差し引き額（形式収支）5億 1,135 万円

特別
委員会
付託

会計課

認定第 2号
平成 20 年度上天草市
水道事業会計決算の認
定について

地方公営企業法第 30 条第 4項の規定により、議会の認定
を求めるもの。
収益的収支では収入税抜 8億 6,827 万円に対し、支出８億
6,255 万円、差引 572 万円の当年度純利益となりました。
資本的収支は、税込収入額 4億 8,137 万円に対し、税込支
出額 6億 7,804 万円となり、差し引き 1億 9,667 万円の不
足となるが、過年度分損益勘定留保資金等で補てん。

特別
委員会
付託

水道局

認定第 3号

平成 20 年度上天草市
立上天草総合病院事業
会計決算の認定につい
て

入院外来患者数延べ 18 万 7,938 人で、前年度より 6,156
人の増加。
収益的収支は 7,037 万円の純利益。
資本的収支は 4,112 万円の不足。
不良債務は前年度より 1億 5,089 万円解消し、5,613 万円
になった。

特別
委員会
付託

上天草
総合病院

報告第 4号

平成 20 年度決算に伴
う財政の健全化法にお
ける健全化判断比率及
び資金不足比率の報告
について

健全化判断比率は次のとおり。
実質公債費比率 17.4％（前年度より 0.6％改善）
将来負担比率 132.4％（前年度より 4.7％改善）

― 財政課

報告第 5号
パライゾ上天草株式会
社の経営状況を説明す
る書類の提出について

地方自治法第 243 条の 3第 2 項の規定により、パライ
ゾ上天草株式会社（旧株式会社おおやの）の平成 20 年
度決算に関する書類及び平成 21 年度事業計画に関する
書類を議会に提出するもの。

― 農林水産課

議案第 74号
上天草総合病院事業
会計補正予算（第２
号）

平成 20 年度特別調整交付金及び起債に 6,000 万円の財
源が重複したため、繰上償還を行うもの。

原案
可決

上天草
総合病院

部
局
番
号 勤務先 職種（資格・経験等） 募集

人員 時 金

市
長
部
局

１ 総務課（大矢野庁舎） 電話交換等 １人 1 1
２ 市民窓口課（松島庁舎）電話交換等 １人 1 1
３ 企画政策課
（大矢野庁舎）

国勢調査事務補助員（パ） １人 1 1
４ 国勢調査事務補助員（パ） １人 2 2
５ 監理課（大矢野庁舎） 嘱託登記（経） １人 3 3
６ 商工観光課
（大矢野庁舎）

花いっぱい推進指導員（経） １人 3 4
７ 消費生活相談業務 １人 3 2
８ メモリアルホール アテンダント（経） ６人 4 5
９ 湯島へき地診療所 医療事務補助（医） １人 5 6
10
保健課健康づくり推進
室（松島庁舎）

国保等レセプト点検（医）かつ（経）４人 2 6
11 看護師（有） ２人 2 7
12 保健師（有） １人 2 7
13 栄養士※１ ２人 2 7

14 高齢者ふれあい課
（松島庁舎）

介護認定調査員※２（有）
（※県の研修修了見込み者） 4人 3 7

15 介護支援専門員※３（有） 4人 3 7

16
福祉課（松島庁舎）

障害福祉調査員
（看護師または准看護師で県の認
定調査員研修を受講できる方）

１人 2 7

17 住宅確保・就労支援員（経） １人 2 6
18
各市立保育園

保育士（有） ８人 3 7
19 調理員（調） ６人 3 8
20
老人ホーム和光園

介護職員（有資格者優遇） ２人 6 9
1021 調理員（経）・（有資格者優遇） ４人 7

22 姫戸町他 保線夫 １人 2 6

教
育
部
局

23
管内小・中学校

学校用務員 10 人 9 8
24 給食調理員（調） 37 人 9 8
25 特別支援学級補助員 12 人 9 11
26 大矢野地区中学校 図書館司書（有） １人 9 11

27

各市立図書館

図書館司書
（図書館法第５条に定める司書） ８人 8 11

・大矢野図書館
・中央図書館
・姫戸図書館
・龍ヶ岳図書館

一般職の嘱託職員および臨時職員登録者を募集します

　上天草市では、平成 22年度の一般職の嘱託職員および臨時職員採用のための登録者を募集します。詳しくは、各
窓口（総務課、市民窓口課、姫戸・龍ヶ岳統括支所および各出張所）に設置してある募集要項をご覧ください。
　登録は、一般職の嘱託職員及び臨時職員選考試験により選考し、4月からの採用については、登録者の中から決定
します。

■雇用期間　平成 22年 4月 1日～平成 23年 3月 31日までの期間内（臨時職員は 5ヶ月間、更新あり）。
　　　　　　※登録されても採用枠の関係で雇用されない場合があります。
■雇用職種等　下表のとおり。※現時点での予定であり、変更となる場合があります。
■年齢制限　平成 22年 4月 1日現在で 18歳以上 60歳未満の方。
■募集期間　11月 18日（水）～ 12月 4日（金）　（平日８時 30分～ 17時 15分まで）
■申込方法　嘱託職員を希望の方は「上天草市一般職の非常勤職員申込書及び履歴書」、臨時職員を希望の方は「上天
　　　　  草市臨時職員申込書及び履歴書」に希望職種等記入のうえ、大矢野庁舎は総務課へ松島庁舎は市民窓口
　　　　   課へ、　姫戸・龍ヶ岳統括支所は総務係へ提出してください。

■試験日　12月 20日（日）を予定しています。
　　　　　（日時・会場等については、後日本人に通知します。）
■試験方法　面接
■問合せ先　総務課人事給与係　☎ 0964（56）1111
※ただし、詳しい業務内容等については勤務先の部署にて説明します。

□種別（資格・経験等）番号１～３
のみ臨時職員、ほかは嘱託職員。

　全職種普通自動車免許が必要で
す。

　パ…ﾜｰﾄﾞ、ｴｸｾﾙ使用できる方、
　経…経験者、有…有資格者、
　医…医療事務資格者、調…調理師
※１　番号 13 は管理栄養士または
栄養士の有資格者

※ 2　番号 14 は次の①～④のいず
れかに該当すれば申込可。①保健
師②看護職員の資格を持ち、実務
経験者③介護支援専門員④福祉関
係の資格を持ち、実務経験者

※３　番号 15 は次の①～⑤のいず
れかに該当すれば申込可。①保健
師②介護支援専門員③看護師の資
格を持ち、地域ケア・地域保健業
務等の経験者④社会福祉士⑤高齢
者保健福祉に関する相談業務に３
年以上従事した社会福祉主事

□時…勤務時間等
1月～金の８時 30分～ 17時 15分
2月～金の９時～16時（週29時間）
3月～金のうち指定する日時（週
29時間）

4休日勤務有（週 29時間）
5月・火・木・金の８時 30分～ 16
時 45分（週 29時間）

6交替勤務制８時 30 分～ 17 時 15
分、７時 30分～ 16時 30分

7交替勤務制６時 30分～ 18 時、7
時 30分～ 18時

8火～日のうち指定する日時（週
29時間）

9月～金の８時 15 分～ 17 時の指
定する時間（週 29時間）

□金…賃金・報酬額（月額、1は日額）
1      5,800 円　2 118,000 円
3 218,000 円　4 153,000 円
5 125,000 円　6 130,000 円
7 144,000 円　8 124,000 円
9 132,000 円（免許有）
10 128,000 円（免許無）
11 134,000 円
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第 11回天満宮奉納祭
たくさんの笑顔と笑い声たくさんの笑顔と笑い声

水野さんが表彰
100歳表彰おめでとうございます100歳表彰おめでとうございます

Honda 熊本ビーチクリーン活動
裸足で歩ける砂浜を次世代に裸足で歩ける砂浜を次世代に

▲ＡＴＶを使用した清掃活動の様子

本物の舞台芸術体験事業
子どもたちに本物の舞台芸術を子どもたちに本物の舞台芸術を

天皇盃第 60回全日本男子弓道選手権大会

▲最高得点賞の盾を持つ江郷さん

最高得点賞を獲得最高得点賞を獲得

▲劇団員と一緒に歌ったり、踊ったり

九州ワコール製造株式会社と協定締結
企業立地・雇用促進条例初適用企業立地・雇用促進条例初適用

▲左から桂総務・資産管理部長、川端市長、小松野工場長▲左から桂総務・資産管理部長、川端市長、小松野工場長

維和島一周ウォークラリー
ふるさとのよさを再発見ふるさとのよさを再発見

▲維和島一周に元気に出発！
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せ

り
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
考
え
を
諦
め
た
り
せ

ず
、
自
分
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
、
一
生
懸
命
努

ず
、
自
分
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
、
一
生
懸
命
努

力
す
る
こ
と
な
ど
、
見
習
え
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ

力
す
る
こ
と
な
ど
、
見
習
え
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
真
似
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ん
あ
る
の
で
、
真
似
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
し
人
の
考
え
に
似
て
い
た
と
し
て
も
、
み
ん
な

少
し
人
の
考
え
に
似
て
い
た
と
し
て
も
、
み
ん
な

に
笑
わ
れ
て
落
ち
込
ん
で
も
、
自
分
の
考
え
は
大

に
笑
わ
れ
て
落
ち
込
ん
で
も
、
自
分
の
考
え
は
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
口
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
口
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、

行
動
に
移
し
て
、
自
分
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
努

行
動
に
移
し
て
、
自
分
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
、
森

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
、
森

さ
ん
の
よ
う
な
人
に
な
れ
る
日
が
来
る
と
い
い
で

さ
ん
の
よ
う
な
人
に
な
れ
る
日
が
来
る
と
い
い
で

す
。
す
。

　

　

森
慈
秀
さ
ん
の
ド
ラ
マ
を
見
て
、
と
て
も
心
が

森
慈
秀
さ
ん
の
ド
ラ
マ
を
見
て
、
と
て
も
心
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
橋
を
架
け
る
と
い
う
提
案
を

熱
く
な
り
ま
し
た
。
橋
を
架
け
る
と
い
う
提
案
を

議
員
の
人
達
に
笑
わ
れ
、「
夢
の
架
け
橋
」
だ
と

議
員
の
人
達
に
笑
わ
れ
、「
夢
の
架
け
橋
」
だ
と

バ
カ
に
さ
れ
た
時
の
森
慈
秀
さ
ん
の
表
情
が
と
て

バ
カ
に
さ
れ
た
時
の
森
慈
秀
さ
ん
の
表
情
が
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
カ
に
さ
れ
て
笑
わ
れ
た
時
に
夢
を
諦
め
て
い

　

バ
カ
に
さ
れ
て
笑
わ
れ
た
時
に
夢
を
諦
め
て
い

た
ら
、
今
の
天
草
五
橋
は
存
在
せ
ず
、
私
達
も

た
ら
、
今
の
天
草
五
橋
は
存
在
せ
ず
、
私
達
も

不
便
な
生
活
を
送
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

不
便
な
生
活
を
送
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。

か
っ
た
の
で
す
。

　

も
し
、
天
草
五
橋
が
架
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
病

　

も
し
、
天
草
五
橋
が
架
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
病

気
の
時
に
熊
本
の
病
院
へ
行
く
の
に
は
今
よ
り
も

気
の
時
に
熊
本
の
病
院
へ
行
く
の
に
は
今
よ
り
も

時
間
が
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
食
料
を
調
達
に

時
間
が
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
食
料
を
調
達
に

行
く
に
も
一
つ
の
行
事
の
よ
う
に
体
力
を
使
い
ま

行
く
に
も
一
つ
の
行
事
の
よ
う
に
体
力
を
使
い
ま

す
。
そ
し
て
、
頑
張
っ
て
育
て
た
野
菜
も
沢
山
釣

す
。
そ
し
て
、
頑
張
っ
て
育
て
た
野
菜
も
沢
山
釣

れ
た
魚
も
本
土
へ
出
荷
す
る
時
に
は
鮮
度
が
落
ち

れ
た
魚
も
本
土
へ
出
荷
す
る
時
に
は
鮮
度
が
落
ち

て
し
ま
う
の
で
す
。

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
樋
島
に
も
「
樋
島
大
橋
」
と

　

私
の
住
ん
で
い
る
樋
島
に
も
「
樋
島
大
橋
」
と

い
う
橋
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
橋
が
架
か
る
前
は
、

い
う
橋
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
橋
が
架
か
る
前
は
、

五
橋
の
架
か
る
前
と
同
じ
く
、
移
動
手
段
は
船

五
橋
の
架
か
る
前
と
同
じ
く
、
移
動
手
段
は
船

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
生
ま
れ
た
時
か

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
生
ま
れ
た
時
か

ら
橋
が
あ
っ
た
の
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
し

ら
橋
が
あ
っ
た
の
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
橋
の
架
か
っ
て
い
な
い
生
活
と
い
う

　

し
か
し
、
橋
の
架
か
っ
て
い
な
い
生
活
と
い
う

の
は
と
て
も
不
便
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

の
は
と
て
も
不
便
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
樋
島
大
橋
の
下
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ

ま
す
。
樋
島
大
橋
の
下
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ

た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
「
島
の
子
よ
、
こ
の
道
は
君
ら
の
父
母
の
切
な

　
「
島
の
子
よ
、
こ
の
道
は
君
ら
の
父
母
の
切
な

る
願
い
で
出
来
た
道
、
こ
の
道
を
通
っ
て
世
界
に

る
願
い
で
出
来
た
道
、
こ
の
道
を
通
っ
て
世
界
に

は
ば
た
け
」

は
ば
た
け
」

　

こ
の
文
章
に
つ
い
て
、
小
学
生
の
時
に
勉
強
し

　

こ
の
文
章
に
つ
い
て
、
小
学
生
の
時
に
勉
強
し

ま
し
た
。
短
い
文
だ
け
れ
ど
当
時
の
人
々
の
思
い

ま
し
た
。
短
い
文
だ
け
れ
ど
当
時
の
人
々
の
思
い

が
沢
山
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
文
を
読

が
沢
山
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
文
を
読

ん
だ
時
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
こ
の
橋
を
通
っ

ん
だ
時
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
こ
の
橋
を
通
っ

て
は
い
け
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

て
は
い
け
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

簡
単
に
作
れ
る
橋
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
沢
山
の

簡
単
に
作
れ
る
橋
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
沢
山
の

人
々
が
苦
労
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
陰
で
こ
の
橋
が

人
々
が
苦
労
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
陰
で
こ
の
橋
が

あ
る
の
に
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
は
当
時
の
方

あ
る
の
に
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
は
当
時
の
方

に
失
礼
だ
か
ら
で
す
。

に
失
礼
だ
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
天
草
五
橋
に
対
し

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
天
草
五
橋
に
対
し

て
も
同
じ
で
す
。
移
動
手
段
は
船
し
か
な
か
っ
た

て
も
同
じ
で
す
。
移
動
手
段
は
船
し
か
な
か
っ
た

時
代
に
、「
島
に
橋
を
架
け
る
」
と
い
う
提
案
を

時
代
に
、「
島
に
橋
を
架
け
る
」
と
い
う
提
案
を

し
た
森
慈
秀
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
森
慈
秀
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

直
接
、
お
礼
を
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
天

直
接
、
お
礼
を
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
天

草
五
橋
を
通
る
と
き
は
、
今
回
見
た
ド
ラ
マ
を
思

草
五
橋
を
通
る
と
き
は
、
今
回
見
た
ド
ラ
マ
を
思

い
出
し
た
い
で
す
。
天
草
五
橋
は
、
森
慈
秀
さ
ん

い
出
し
た
い
で
す
。
天
草
五
橋
は
、
森
慈
秀
さ
ん

を
中
心
と
し
た
当
時
の
方
々
の
努
力
と
苦
労
の
跡

を
中
心
と
し
た
当
時
の
方
々
の
努
力
と
苦
労
の
跡

で
す
。
上
天
草
市
の
誇
り
と
し
て
、
森
慈
秀
の
す

で
す
。
上
天
草
市
の
誇
り
と
し
て
、
森
慈
秀
の
す

ば
ら
し
さ
を
こ
れ
か
ら
も
語
り
継
い
で
い
き
た
い

ば
ら
し
さ
を
こ
れ
か
ら
も
語
り
継
い
で
い
き
た
い

で
す
。

で
す
。

龍ヶ岳中学校　龍ヶ岳中学校　

 　 　安安
やすやす

井井
いい

　　歩歩
ふふ

美美
みみ

さんさん

　　

市
内
中
学
生
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
っ
た
「
森
慈
秀
感
想
文
」
の
最
優
秀
賞
（
安
井
さ
ん
）、

市
内
中
学
生
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
っ
た
「
森
慈
秀
感
想
文
」
の
最
優
秀
賞
（
安
井
さ
ん
）、

優
秀
賞
（
松
尾
さ
ん
、
橋
本
さ
ん
、
中
さ
ん
）
の
４
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

優
秀
賞
（
松
尾
さ
ん
、
橋
本
さ
ん
、
中
さ
ん
）
の
４
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

９月 26日（土）、27日（日）、第 43９月 26 日（土）、27日（日）、第 43
回天草五橋祭（天草五橋祭企画実行委回天草五橋祭（天草五橋祭企画実行委
員会主催）が松島町合津港一帯のお祭員会主催）が松島町合津港一帯のお祭
り広場を主会場に開催され、恒例の天り広場を主会場に開催され、恒例の天
草五橋道中踊りや白龍船競漕大会など草五橋道中踊りや白龍船競漕大会など
に多くの市民が参加し、大いに盛り上に多くの市民が参加し、大いに盛り上
がりました。がりました。
　上天草市に架かる天草五橋の開通を　上天草市に架かる天草五橋の開通を
記念して始まったこの祭りも 43 回目、記念して始まったこの祭りも 43 回目、
今年は五橋開通に尽力した先人への感今年は五橋開通に尽力した先人への感
謝と合わせ、市全体の祭りに育てよう謝と合わせ、市全体の祭りに育てよう
と神事が大矢野町の２号橋公園で初めと神事が大矢野町の２号橋公園で初め
て行われました。て行われました。
　26 日は、市内外の５団体によるフラ　26 日は、市内外の５団体によるフラ
ダンスや呼び物の「道中踊り」、海洋花ダンスや呼び物の「道中踊り」、海洋花
火大会などがありました。道中踊りに火大会などがありました。道中踊りに
は市内外から 28団体、1,400 人が会場は市内外から 28団体、1,400 人が会場
いっぱいに練り歩き迫力満点の総踊りいっぱいに練り歩き迫力満点の総踊り
となりました。となりました。
　27日も白龍船競漕や魚のつかみ取り　27日も白龍船競漕や魚のつかみ取り
大会、関西京都今村組によるよさこい大会、関西京都今村組によるよさこい
踊りなど、イベントが多彩に繰り広げ踊りなど、イベントが多彩に繰り広げ
られ、市民や観光客で会場は大いに盛られ、市民や観光客で会場は大いに盛
り上がりました。り上がりました。

ジュニアサッカー大会ジュニアサッカー大会 天草五橋道中踊り天草五橋道中踊り

宮
崎
県
・
熊
本
県

宮
崎
県
・
熊
本
県

　
　
　

四
半
的
総
合
大
会

　
　
　

四
半
的
総
合
大
会

フ
ラ
・
カ
ー
ニ
バ
ル

フ
ラ
・
カ
ー
ニ
バ
ル

　
　
　
　
　

Ｉ
Ｎ
五
橋
祭

　
　
　
　
　

Ｉ
Ｎ
五
橋
祭

大矢野中学校　　        大矢野中学校　　        

　　　　松松
まつまつ

尾尾
おお

　　衿衿
えりえり

さんさん

第
43
回
天
草
五
橋
祭
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「
森
慈
秀
」、
私
は
慈
秀
の
一
生
を
知
っ
た
と

き
、
慈
秀
の
熱
意
と
実
行
力
に
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
彼
は
、
誰
よ
り
も
天
草
を
愛
し
、

天
草
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
人
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
何
度
か
通
っ
た
こ
と
の
あ
る
「
天

草
五
橋
」。
こ
の
橋
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の

想
い
と
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
慈
秀
が
誰
よ
り
も
天
草
を
愛
し
、「
橋
を
架

け
よ
う
」
と
強
く
思
っ
た
の
は
、
慈
秀
の
体
験

に
か
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昔
の
天
草
は
、
交
通
手
段
が
船
し
か
な
く
、

と
て
も
不
便
で
し
た
。
急
に
病
気
に
な
っ
た
り

し
て
も
、
熊
本
市
内
に
行
く
ま
で
は
時
間
が
か

か
り
、
病
人
は
大
変
で
す
。
買
い
物
に
行
く
こ

と
さ
え
も
不
便
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
慈
秀
は
の
ち
に
妻
と
な
る
し
ず

こ
と
お
見
合
を
し
ま
す
。
し
ず
こ
は
熊
本
の
出

身
で
し
た
。
し
ず
こ
は
「
橋
が
あ
れ
ば
い
い
の

に
…
。」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
一
言
か
ら
、
慈

秀
は
天
草
に
橋
を
架
け
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

慈
秀
は
し
ず
こ
を
愛
し
、
や
が
て
し
ず
こ
は
子

供
を
妊
娠
し
ま
す
。
そ
ん
な
あ
る
日
の
こ
と
、

熊
本
に
い
る
し
ず
こ
が
危
篤
だ
と
知
っ
た
慈
秀

は
、
す
ぐ
に
し
ず
こ
の
元
へ
行
こ
う
と
し
ま
し

た
が
、
嵐
の
せ
い
で
船
が
出
せ
ず
、
し
ず
こ
は

そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
橋
が

架
か
っ
て
い
た
ら
慈
秀
は
す
ぐ
に
会
い
に
行
け

た
で
し
ょ
う
。
し
ず
こ
の
最
後
を
看
取
る
こ
と

も
で
き
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
出
来
事
が
、
慈
秀

の
熱
意
を
更
に
強
く
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
何
よ
り
も
強
く
感
じ
た
の
は
、
慈
秀
の

実
行
力
で
す
。
人
に
ば
か
に
さ
れ
、笑
わ
れ
て
も
、

慈
秀
は
「
天
草
に
橋
を
架
け
る
」
と
い
う
夢
を

あ
き
ら
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

が
慈
秀
だ
っ
た
ら
、
夢
を
ば
か
に
さ
れ
て
傷
つ

き
、
も
う
そ
の
夢
は
口
に
さ
え
し
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
な
の
に
慈
秀
は
橋
を
架
け
る
事
に

生
涯
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
大
矢
野
町
長
に
な
り
、

島
民
こ
ぞ
っ
て
節
約
を
し
た
り
、
全
島
民
か
ら

一
円
ず
つ
お
金
を
集
め
工
事
費
に
あ
て
た
り
し

て
、
島
民
の
熱
い
想
い
を
大
臣
に
訴
え
ま
し
た
。

慈
秀
は
強
い
熱
意
を
持
ち
、
橋
を
架
け
る
最
大

限
の
努
力
を
し
ま
し
た
。
私
は
、
夢
を
叶
え
る

こ
と
が
で
き
た
慈
秀
の
実
行
力
に
胸
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。
何
か
を
や
り
と
げ
よ
う
と
思
う
強

い
熱
意
が
自
分
を
動
か
し
、
人
を
動
か
す
実
行

力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

私
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
決
め
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
将
来
は
看
護
の
道
に
進
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
看
護
師
に
な
る
ま
で
の
道
は
厳
し

く
、
専
門
的
な
知
識
も
必
要
で
、
勉
強
は
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
人
を
助

け
る
た
め
に
、
熱
意
を
も
っ
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
人
の
命
を
預
か
る
看
護
師
は
、
熱

意
を
か
た
む
け
る
に
た
る
誇
り
高
い
仕
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
も
慈
秀
の
よ
う
に
夢
の
実
現
の
た
め
に
熱

意
を
持
ち
、
そ
れ
を
実
行
で
き
る
実
行
力
を
身

に
つ
け
た
い
で
す
。

　　

交
通
の
不
便
な
天
草
に
、
橋
を
架
け
よ
う
と
決

意
し
て
か
ら
30
年
後
、
森
慈
秀
さ
ん
は
見
事
に
そ

の
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。
橋
が
な
か
っ
た
当
時

に
、
橋
を
架
け
た
い
、
と
一
番
思
っ
て
い
た
の
は

慈
秀
さ
ん
で
し
た
。「
船
は
不
便
だ
」
と
い
う
天

草
の
人
達
の
思
い
を
受
け
て
、
ど
う
に
か
し
た
い

と
立
ち
上
が
っ
た
慈
秀
さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
、
今

の
天
草
に
橋
は
か
か
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
熱
意
を
持
っ
た
慈
秀
さ
ん
は
、
思
い
や
り

が
あ
り
、
と
て
も
優
し
い
人
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
し
ま
す
。
そ
し
て
、
人
一
倍
天
草
が
大

好
き
な
人
で
し
た
。
慈
秀
さ
ん
が
東
京
の
大
臣
に

言
っ
た
、「
天
草
の
為
な
ら
、
命
を
捨
て
て
も
い
い
」

と
い
う
言
葉
は
、
普
通
の
人
で
は
な
か
な
か
言
え

な
い
言
葉
で
す
。
そ
の
言
葉
か
ら
、
慈
秀
さ
ん
の

郷
土
へ
の
愛
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
の
天
草
は
、
交
通
の
不
便
も
な
く
車
で
す
ぐ

に
熊
本
の
市
内
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
が

生
ま
れ
た
時
に
は
、
も
う
天
草
五
橋
が
出
来
て
い

て
、
天
草
は
離
れ
島
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
、
橋
が
な
く
て
嵐
の
時
や
病
気
に
な
っ
た

時
に
船
が
出
ず
に
困
っ
た
と
い
う
経
験
も
な
く
、

ど
ん
な
に
大
変
だ
っ
た
の
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
祖
母
や
父
か
ら
当
時
の
こ
と
を
聞
く
と
、

ど
こ
へ
行
く
の
に
も
交
通
手
段
は
船
で
、
と
て
も

大
変
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
渡
し
船

に
乗
っ
た
経
験
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
船
は

天
気
に
も
左
右
さ
れ
る
の
で
、
自
動
車
と
比
べ
る

と
交
通
が
不
便
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ

う
考
え
る
と
、
私
が
今
住
ん
で
い
る
環
境
は
と
て

も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
の
恵
ま
れ
て
い
る
生
活

が
送
っ
て
い
け
る
の
は
、
橋
で
天
草
が
つ
な
が
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
り
、
慈
秀
さ
ん
の
お
か
げ
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
慈
秀
さ
ん
が
、
天
草
の
良
い
所

を
も
っ
と
本
土
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
天

草
の
人
々
の
生
活
を
便
利
に
し
て
あ
げ
た
い
、
と

思
い
立
ち
上
が
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
自
分
で
何
か
を
し
よ
う
と
思
っ
て
、
実

現
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。
私
も
、
や
り
た

い
こ
と
は
計
画
を
立
て
る
ま
で
は
上
手
く
い
く
け

れ
ど
、
結
局
や
ら
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
理
由
の
多
く
は
、
周
り
の
目
を
気
に
す
る
か

ら
で
す
。
そ
し
て
、
実
現
し
た
い
、
達
成
し
た
い

と
い
う
思
い
が
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
や
っ

ぱ
り
無
理
か
な
…
と
い
う
思
い
に
変
わ
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
、
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な
い
原
因
だ

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
人
か
ら
ど
ん
な

こ
と
を
言
わ
れ
て
も
信
念
を
ま
げ
ず
、
夢
を
あ

き
ら
め
な
い
森
慈
秀
さ
ん
の
生
き
方
を
、
見
習
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
夢
の
架

け
橋
の
よ
う
に
実
現
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て

も
、
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
信
念
を
も
っ
て
い
た
い

で
す
。

関西京都今村組ライブ関西京都今村組ライブ

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ラ
イ
ブ

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ラ
イ
ブ

総
合
司
会　

太
田
弘
樹
さ
ん
と

総
合
司
会　

太
田
弘
樹
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　

親
善
大
使
の
３
人

　
　
　
　
　
　
　
　

親
善
大
使
の
３
人

白龍船競漕大会白龍船競漕大会

魚のつかみ取り大会魚のつかみ取り大会

教良木中学校　　　教良木中学校　　　

　　橋橋
はしはし

本本
もともと

　　杏杏
あんあん

里里
りり

さんさん

龍ヶ岳中学校　　　　龍ヶ岳中学校　　　　

　　　　中中
なかなか

　　怜怜
れれ

央央
おお

奈奈
なな

さんさん



●違反転用等に対する処
分・罰則が強化されま
す。

●都道府県知事等による
行政代執行制度が創設
されます。

秋の全国交通安全運動を実施しました
　　　　　　　（９月 21日～ 30 日）

児童から家族へ交通安全お便り作戦
「外が暗くなったら気をつけて」「外が暗くなったら気をつけて」

　「秋の全国交通安全運動」にあわせ、上天草警察署、
交通安全協会、交通安全母の会などが参加して出発式
が９月 18 日（金）、上天草物産館さんぱーるで行わ
れました。
　出発式では岡上天草警察署長が「上天草市から交通
事故がでないようにしたい。」とあいさつ。その後、
高戸ソーラン愛好会「龍」が式典に華を添えました。
　この後、約 100 人の参加者に見送られ、白バイ２台、
パトカー７台が出発し、街頭指導取締りをスタートさ
せました。

秋の全国交通安全運動出発式

交通ルールを守り、交通事故防止を交通ルールを守り、交通事故防止を

　登立小学校で９月 28 日（月）、１～３年生の児童 144
人が参加して、祖父母や父母に宛てて交通安全のお便りを
書いて送る「交通安全お便り作戦」が実施されました。
　この取り組みは、児童からの手紙を通じて家族ぐるみ、
地域ぐるみで交通安全に対する意識を啓発するために行わ
れたもの。今年に入り、上天草署管内ではすでに約 80件
の交通事故で 110 人がケガをしており、中でも登立地区
における事故が多発しているとのこと。
　参加した児童は、上天草警察署交通課の署員からの講話
を聞いた後「信号をちゃんと守ってね」「外が暗くなった
ら気をつけて」など、子どもの目線から見た交通安全への
思いを真剣な表情で手紙にしたためていました。一人一人
の思いのこもった手紙は、帰宅後に家族へと手渡されまし
た。

重点項目
①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗
用中の交通事故防止
②全ての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底
③飲酒運転の根絶

運動の基本
「高齢者の交通事故防止」

農地制度が変わります
●６月 24日、「農地法等の一部を改正する法律」が公布されました。
　平成 21年中には、「農地利用に関する責務規定」を設けた改正農地法等が施行され、新たな農地制度
がスタートします。

●新たな農地制度は、①これ以上農地の減少を食い止め、農地を確保するとともに、②農地の賃借をや
りやすくして、農地を最大限利用することを狙いとしています。

農地の貸借規制が緩和されます
●農地を利用できる者の範囲が拡大されます
※一定の要件を満たす必要

●市町村等が農地所有
者から委任を受け代
理をして担い手に貸
付等を行う事業が新
設されます。

（改正前） （改正後に追加）

　遊休農地に対する指導が
　　　　　　　　強化されます

●すべての遊休農地が指導の対象になります。
●農業委員会が、年１回農地の利用状況を調査しま
す。

●遊休農地の所有者等に対しては、農業委員会が指
導・勧告などを
行います。

　違反転用に対する罰則が
　　　　　　　　強化されます

　農業委員会への届出が
　　　　　　　必要になります
●相続等によって農地を取得した人は、農地のあ
る農業委員会への届出が必要になります。

●届出をしなかったり、虚偽の届出をすると、10
万円以下の過料に処されることになります。

●耕作できない場合等は、農業委員会から貸し借
りのあっせんを受けることができるようになり
ます。

☎
農
業
委
員
会

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

の
実
施

　

上
天
草
市
農
業
委
員
会
で
は
11

月
・
12
月
を
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
月
間
」
と
し
て
市
内
全
域
に

お
い
て
、
耕
作
が
行
わ
れ
て
い
な

い
遊
休
農
地
、
農
地
法
の
許
可
を

受
け
な
い
で
宅
地
や
駐
車
場
な
ど

農
地
以
外
の
目
的
で
使
用
さ
れ
て

い
る
無
断
転
用
農
地
、
農
地
周
辺

へ
の
廃
棄
物
不
法
投
棄
場
所
な
ど

を
対
象
に
、
農
業
委
員
、
農
業
委

員
会
事
務
局
職
員
が
現
地
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

実
施
日
・
調
査
対
象
地
区
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
11
月
27
日
（
金
）・
大
矢
野
町

全
域

▽
11
月
27
日
（
金
）・
松
島
町
全

域
▽
12
月
24
日
（
木
）・
姫
戸
町
全

域
▽
12
月
24
日
（
木
）・
龍
ケ
岳
町

全
域

※
日
程
以
外
の
日
時
に
お
い
て

も
、
必
要
に
応
じ
市
内
全
域
で
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

●問合せ先　☎農業委員会

事項 改正後

①違反転用
３年以下の懲役または 300 万円以
下の罰金（法人は１億円以下の罰金）

②違反転用に
おける原状回
復命令違反

３年以下の懲役または 300 万円以
下の罰金（法人は１億円以下の罰金）
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月 月
月、 月

水

月、 月

用意するもの　

種　類 ※用意するもの 対象地区 日 対象者（月生） 受付時間

２カ月児学級 バスタオル 全地区 24木 H21.10 13:30~13:45

3~4カ月児健診
（BCG）

バスタオル
BCG問診表

大矢野 1火 H21.8

13:00~13:15

松　島 16水
姫　戸 2水 H21.7~8

6~7カ月児健診 ハンカチ
または
ハンドタオル

大矢野 8火 H21.5松　島 16水
6~8カ月児健診 姫　戸 2水 H21.4~5
１歳児学級 おしぼり、お茶 全地区 25金 H20.12
１歳６カ月児
健診 尿 松　島 10木 H20.4~5

３歳児健診 聴力視力
検査用紙

大矢野 15火 H18.10~11
姫　戸 2水 H18.8~11

もうすぐパパ
ママ学級③

母子手帳
歯ブラシ 全地区 18金 ｰ 9:45~10:00

【場　所】全地区、松島…松島保健センター　大矢野…大矢野老人福祉セン
ター  姫戸…姫戸母子健康センター　龍ヶ岳…龍ヶ岳統括支所
【用意するもの】母子手帳と問診票（もうすぐパパママ学級を除く）は、
どの健診および学級でも必ず持参ください。
※もうすぐパパママ学級へ参加される場合は、12 月 11 日（金）まで
に健康づくり推進室（保健センター）へ予約してください。

木 木

木
【場所】

３木 木
【場所】 ☎

6
☎

☎

13
☎

☎

20 ☎

☎

23
☎

27
☎

☎

31 ☎

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

ワ
ク
チ
ン
優
先
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　

ワ
ク
チ
ン
優
先
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
感
染
の
拡
大
を
防
止
す
る

こ
と
で
は
な
く
重
症
化
予
防
や
死
亡
の
減
少
に
重
き
を
お
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
重
症
化
や
死
亡
の
リ
ス

ク
が
高
い
方
を
優
先
し
て
接
種
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
11
月
１
日
区
長
配
布
の
チ
ラ
シ
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
が
始
ま
り
ま
す
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

11
月
16
日
（
月
）
よ
り
、
妊
婦
・
基
礎

疾
患
を
有
す
る
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
優
先
接
種
対
象
者
に
つ
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
を
見
な
が
ら
、

随
時
、
県
が
接
種
時
期
を
決
定
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
情
報
が
入
り
次

第
、
防
災
無
線
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　

受
託
医
療
機
関
で
の
み
接
種
が
可
能
で

す
。
基
本
的
に
は
、
主
治
医
の
も
と
で
接

種
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

受
託
医
療
機
関
の
リ
ス
ト
は
チ
ラ
シ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
追
加
・
変
更
す
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
最
新
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

上
天
草
市
で
は
１
回
当
た
り
１
，
０
０
０

円
の
自
己
負
担
で
２
回
ま
で
接
種
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
残
り
４
，
１
５
０
円
を
市
が
負
担

し
ま
す
（
２
回
と
も
同
一
医
療
機
関
で
接
種

し
た
場
合
）。

　

妊
婦
・
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者

か
ら
順
次
開
始
し
ま
す
。

　

受
託
医
療
機
関
で
の
み
接
種

が
可
能
で
す
。

　

１
回
当
た
り
１
，
０
０
０
円
で
接
種
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

【市内の受託医療機関で接種する場合】

②市役所の窓口で「申請書」を記載し、「費用助
成受給者証」の交付を受ける。（生活保護の
方は申し出により全額無料となります。）

　（申請窓口：大矢野窓口センター、松島保健セ
ンター、姫戸・龍ヶ岳統括支所）

③医療機関で「費用助成受給者証」を提示し１
回につき、該当する個人負担額を支払う。

【市外の受託医療機関で接種する場合】

②一旦、全額を支払う。
③接種後、「新型インフルエンザ予防接種済証」・
「印鑑」・「口座の確認ができるもの」を持っ
て市役所の窓口で申請する。

⇒後日、本人の口座に振り込まれます。

①医療機関に予約を入れる。

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
人
で
も
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

必
要
で
す
か
？

▽
一
般
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て

発
症
し
た
方
は
、
免
疫
を
持
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
予
防
接
種
を
す
る
必
要
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
確
実
に
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
と
い
え
る

の
は
、
専
門
の
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
）
で

ウ
イ
ル
ス
の
確
認
が
行
わ
れ
た
方
の
み
で
す
。

▼
優
先
接
種
で
は
な
い
人
は
接
種
で
き
な
い
の

で
す
か
？

▽
優
先
的
な
接
種
対
象
者
以
外
の
方
々
に
つ
い

て
も
、
優
先
接
種
が
終
了
次
第
、
希
望
者
が

接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
流
行
状
況

や
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
な
ど
も
踏
ま
え
、
対

応
さ
れ
ま
す
。

▼
優
先
接
種
対
象
者
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の

で
す
か
？

▽
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
、
優
先
接
種
対
象
者
に
つ
い

て
も
、
接
種
義
務
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先

▽
上
天
草
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
（
保

健
課
健
康
づ
く
り
推
進
室
）

　

☎
０
９
６
９
（
56
）
１
１
１
１

　「生活習慣病」は自覚症状がないまま進行することが多
く、異常を確認するためには毎年の健診（特定健康診査）
が欠かせません。
　また、健診（特定健康診査）を毎年受けることで「生
活習慣病」を発症する前の段階で体に起きている変化を
発見できますので、年に１度は必ず健診を受けましょう！
　上天草市では、11 月 30 日（月）まで市内の最寄りの
医療機関で健診を受けられる「個別健診」を実施してい
ます。「特定健康診査」をまだ受けられていない方で「個
別健診」をご希望の方は、保健課までお問い合わせ下さい。

＜健診費用＞
　40～ 69歳（平成 21年度満年齢）・・・2,000 円
　70～ 74歳（平成 21年度満年齢）・・・1,000 円

＜検査項目＞
　計測（身長、体重、腹囲）、血圧測定、尿検査（尿糖、　
　尿タンパク、尿潜血）、血液検査（脂質、肝機能、腎機能、
　糖代謝）、心電図検査、内科診察

国民健康保険加入の 40歳～ 74歳のみなさまへ
特定健康診査はもう受けましたか？

※市が行う特定健康診査の対象者は、平成 20年４月１日現
在において国民健康保険に加入されている方となります。
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待ったなしの肥満対策を
　

今
年
４
月
よ
り
、
健
康
づ
く
り

推
進
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
推
進
委
員
会
・
作
業
部

会
を
開
催
し
、
上
天
草
市
の
健
康

状
況
に
応
じ
た
対
策
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
各
地
区
区
長
の
協

力
を
得
て
「
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
お
か
げ

で
、
１
，
０
４
３
件
の
調
査
票
を

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
今
月
よ

り
数
ヶ
月
か
け
て
市
民
の
皆
様

へ
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

じ
っ
く
り
と
ご
覧
に
な
り
、
市
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

事
務
局
（
保
健
課
健
康
づ
く
り
推

進
室
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
調
査
期
間　

８
月
15
日
〜
21
日

▼
調
査
対
象
者　

　

19
〜
65
歳
の
上
天
草
市
市
民　

２
，０
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）

▼
回
答
者
数　

１
，
０
４
３
人

　
（
回
答
率
52
・
２
％
）

▼
調
査
内
容　

健
康
や
生
活
習
慣

等
に
関
す
る
こ
と

　左のグラフは「年代別・性別の体格」
を表したものです。男性と女性で大きな
違いが見られます。
　男性は若いころから「肥満」の人が約
3割を占め、40 歳以降になると 4割近
くの人に「肥満」が見られます。
　女性は、20 歳代での「やせ」が目立
ちます。また、50 歳代までは約２割と
なっている「肥満」が 60歳代になると
３割を超え、3人に 1人が「肥満」とい
う結果となっています。

　次に地区別・性別の「体格」に
ついて見てみましょう。こちらも
地区により大きな違いが見られま
す。
　女性は各地区においてそれほど
大きな違いはありませんが、男性
は地区により、「やせ」「普通」「肥
満」の割合が大きく違っています。

　このグラフは、昨年度の住民健診
結果の結果です。
　調査結果と同じような結果となっ
ています。
調査結果、健診結果どちらを見て
も、上天草市では肥満の人の割合が
多く、女性よりも男性が多い状況と
なっています。

募集します！
　健康づくり推進計画推進委員会事務局では、
市民のみなさまから計画の「キャッチフレー
ズ」を募集します。市民のみなさまに親しま
れるような計画にしたいと考えておりますの
で、ぜひ多くの方の応募をお待ちしておりま
す。

●募集締切　12月 4日（金）必着
●応募先　保健課 健康づくり推進室
　〒 861-6192 上天草市松島町合津 3538-3
　FAX　0969（56）3307
　Eメール kenkou@city.kamiamakusa.lg.jp
●応募内容
　上天草市の健康づくり運動がイメージでき
るものとします。

●応募規定
　キャッチフレーズは、「氏名」「住所」「電話
番号」など必要事項を記入の上、応募先ま
でご提出ください。様式は問いません。

※例「健康づくりの宝島 “天草”」（天草市健康
増進計画）

●応募資格　上天草市在住の方
●応募上の注意
　１）作品は自作で未発表のものとします。
　２）提出作品は返却いたしません。
●審査発表　平成 22年 1月上旬予定
　（入賞者には直接通知します）
●表彰　最優秀賞　１点　賞状と副賞（図書
券 5,000 円分）

●権利　入賞作品の「著作権」など一切の権
利は、主催者に全て属するものとします。

●問合せ先　保健課健康づくり推進室

　

肥
満
（
特
に
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」）

は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、心
筋
梗
塞
、脳
卒
中
や
（
慢

性
）
腎
臓
病
な
ど
の
重
大
な
病
気
に
つ

な
が
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
増
え
て
い

る
も
の
が
「
体
重
」
で
す
。
ぜ
ひ
、
定

期
的
に
体
重
を
計
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
体
重
が
増
え
だ
し

た
ら
、
自
分
の
生
活
を
見
直
し
、
改
善

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　

次
回
の
広
報
で
は
、
肥
満
の
原
因
と

考
え
ら
れ
る
項
目
（
食
事
、
身
体
活
動

等
）
に
つ
い
て
、
実
態
調
査
結
果
を
報

告
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

「8020 運動」を知っていますか？
　「80 歳になっても自分の歯を 20 本以上保とう」と
いう運動です。よくかんで、おいしく食べるのに必要
な歯は、最低 20 本です。
皆さんは、自分の歯は何
本もっていますか？
　しっかりよくかんで食
べると、肥満防止にもつ
ながります。
　アンケートの結果、１
年以内に歯科健診を受け
た人は、30.6％でした。
自分の歯を守るために
は、定期的な歯科健診も
必要です。

　絵手紙「しおまねき会」の皆さんに歯科に関する絵手
紙を作成していただきました。この絵手紙は松島総合セ
ンター「アロマ」のロビーに展示中です。

「調査へのご協力ありがとうございました」
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市立病院
だより

★問合せ先　上天草総合病院
 ℡ ０９６９（６２）１１２２（代表）
 FAX ０９６９（６２）１５４６
 ホームページ
 http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp
 Ｅメール　kamiama@cityhosp-kamiamakusa.jp

私
た
ち
は
、
地
域
の
皆
様
が
訪
問

看
護
を
利
用
す
る
こ
と
で
、「
疾
病
を

持
ち
な
が
ら
も
、
長
年
住
み
慣
れ
た

我
が
家
で
、
家
族
と
と
も
に
安
心
し

て
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
」と
、日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
簡
単
に
訪
問
看
護
の
内

容･

利
用
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

訪
問
看
護
と
は
、
看
護
師
、
理
学

療
法
士
等
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
て
、

病
状
の
観
察
、
在
宅
療
養
の
お
世
話
、

床
ず
れ
予
防
と
処
置
、
医
師
の
指
示

に
よ
る
医
療
処
置
、
医
療
機
器
の
管

理
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
認
知

症･

精
神
疾
患
の
ケ
ア
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
、
ご
家
族
等
へ
の
介
護
支
援
・

相
談
、
介
護
予
防
等
を
行
い
、
お
一

人
お
ひ
と
り
の
療
養
生
活
を
支
え

ま
す
。
緊
急
の
場
合
に
も
24
時
間
、

３
６
５
日
相
談
に
応
じ
ま
す
。

A： まだまだ皆さんの周囲で喫煙している方が多いと
思います。禁煙が難しいのは、意志の弱さではなくニ
コチンの持つ強い依存性が原因です。このような喫煙
習慣は「ニコチン依存症」と言い、意志の力だけで治
せるものではなく治療が必要な病気です。最近ではニ
コチンパッチやニコチンガムの他に内服薬も登場し治
療成績が向上しました。
　今までは保険適応外診療でお薬を処方していました
が、2006 年から健康保険等を使って禁煙治療が受け
られるようになり、経済的な負担も軽くなりました。
個人に合ったアドバイスを受けながら、治療薬を処方
してもらえるので禁煙の成功率が高まります。

Q：教良木診療所は敷地内禁煙と聞きましたが、上
天草総合病院は今後敷地内禁煙になりますか？

こんにちは！

　この『禁煙外来』ができる病院の条件として敷地内
の完全禁煙が必要でした。私達は、まず教良木診療所
を敷地内禁煙にして 2008 年 8月より『禁煙外来』を
開設しました。上天草総合病院では未だ敷地内禁煙に
至っていません。通院や入院の患者さんの喫煙が依然
多く、また駐車場も敷地内に含まれるため敷地内禁煙
に踏み切れませんでした。
　次善の策として、屋外の限られ
た場所を喫煙場として分煙してい
ます。今後は当院も敷地内禁煙に
なることと思いますが、喫煙され
ておられる方の協力が必要でしょ
う。
　禁煙に興味のある方は教良木診
療所の『禁煙外来』を受診してく
ださい。きっとお役に立てると思
います。

看護師のたまご（看護学校戴帽式）

　10 月 23 日（金）に第 33 期生 34 名の戴帽式が厳粛に挙
行されました。
　戴帽式は、上天草看護専門学校に入学後一定期間の基礎を
履修しその評価のもと新たな決意を持って、看護を職業とし
て選んでいく一つの節目として行われる儀式です。
　幻想的な雰囲
気が、会場中を
包み込み、ナイ
チンゲールの言
葉を胸に焼付け
看護の道を歩む
決意を新たにし
ました。

病院の花や植木がすっきりときれいに

　9月 22 日（火）上天草市社会
復帰事業団（総員 23名）の方々
13名が 8時から約 2時間、植木
の剪定や花壇の除草等のボラン
ティア作業に汗を流して頂きま
した。お陰様で長く伸びた枯れ
枝（葉）が何年も見苦しく垂れ
下がっていたオオヤシの木もす
っきりと散髪されたようで、秋
風に気持ちよさそうにそよいで
いました。
　小川末勝副理事から「まだ、
まだ、きれいにしてあげますけ
ん、また呼んではいよ！」と頼
もしく、うれしい言葉をいただ
きました。

平成 22年度看護学生募集

　上天草看護専門学校では平成22年度看護学生を募集します。
●募集人員　40名
●受験資格　次の①または②に該当する者
　　　　　　①高等学校を卒業した者または平成 22年３月卒
　　　　　　　業見込みの者
　　　　　　② ①と同程度の学力があると認められた者
●願書受付期間　12月 16日（水）～平成 22年１月 15日（金）
　　　　　　　　※１月 15日消印有効
●入学試験　実施日　平成 22年１月 29日（金）
　　　　　　場所　上天草看護専門学校
※出願書類等詳しくは問合せ先までお尋ねください。
●問合せ先　上天草看護専門学校
　　　　　　☎ 0969（62）0200

上天草
訪問看護ステーション

です

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　

ご
利
用
に
つ
い
て

　　

訪
問
看
護
は
、
医
療
保
険
や
介
護
保

険
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
介
護
保
険
の
該
当
お
よ
び
非
該
当
は

年
齢
、
病
名
な
ど
で
違
っ
て
き
ま
す
。

②
介
護
保
険
で
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
に
は
要
介
護
・
要
支
援
認
定

が
必
要
で
す
。

③
要
介
護･

要
支
援
認
定
で
「
非
該
当
」

と
な
っ
た
と
き
は
、
医
療
保
険
で
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

④
介
護
保
険
で
訪
問
看
護
を
受
け
て
い

て
も
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

⑤
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
、
か
か
り
つ
け
医
の
「
訪
問
看
護

指
示
書
」
が
必
要
で
す
。
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　吉沢ミカサさん、他４名の方から図書を寄贈いただ
きました。ありがとうございました。

■ 60 歳以上の部　 優勝　　姫浦ミニ（姫戸町）
　　　　　　　　   準優勝　フレンド（大矢野町）
■ 40 歳以上の部　優勝　　オレンジマンモス（松島町）
                                     準優勝　フライデーズ（大矢野町）
■フリーの部　       優勝　　[em]（松島町）
                                     準優勝　MIX NUTS（大矢野町）

ミニバレー交流大会を初開催

　龍ヶ岳町出身で農民文学賞や日本文芸家クラブ大賞
等の受賞歴のある作家、故島一春さんの文庫を中央図
書館と龍ヶ岳図書館に開設しました。これは島さんの
長女で東京に在住している、沼田すが子さんの寄贈に
より実現したものです。
　島さんは天草をテーマにした小説や随想など、35
作品を世に送り出しています。
　開設している図書は貸し出しも可能ですので、郷土
が生んだ作家、島一春さんの作品に触れ、天草を見直
してみませんか？

　昨年、子どもたちに大好評だった読書マラソンをこ
の秋も開催しています。せっかくの読書の秋です。お
友だちの皆さんも本を読んでがんばりましょう。おは
なし会に参加してもポイントがつきます。おはなし会
参加のポイントはなんと３点！詳しくは各図書館にお
問い合わせください。

　図書館の本を誤って破ってしまったときや、破れた
ページを見つけたときは、セロテープなどで修理せず、
そのまま図書館にお持ちください。そのときは「破れ
てしまいました」と声をかけてください。こちらで修
理します。

　図書館から借りた本で返し忘れている本はありませ
んか？
　年末や引越しシーズンなど、部屋の整理をすると、
以前、図書館から借りた本が出てくることがあります。
もし、そのような本がありましたら、ぜひ図書館まで
お持ちください。
　図書館が休館している時、また期限が過ぎていて来
館しづらい方も、「アロマ」受付に返却ポストがありま
すので、どうぞお気軽に本をお持ちください

　９月６日（日）松島総合センター「ア
ロマ」メインアリーナにて、上天草市
親善ミニバレーボール交流大会が行わ
れました。
　この大会は、上天草市体育指導委員
協議会が、市民の体力向上や地域間の
交流・融和を目的とし、開催しました。
　60歳以上の部、40歳以上の部、フリー
の部と３部門に分かれ、合計 18チーム
によるわきあいあいの大会が行われま
した。
　結果は以下のとおりです。

　平成 21 年度児童童話発表上天草市大会が８月
29日（土）、総合センター「アロマ」で開催され、
夏休み等に練習した童話や昔話などを 38 人の児
童が発表しました。
　同発表会は学年によって定められた制限時間を
使い、話の組み立てや声の表現方法、話す態度な
どを重点的に審査され、児童たちは暗記した物語
を表現豊かに発表しました。
　審査により、最優秀賞に選ばれたのは次の４人
です。なお、４人は９月 12 日（土）に同会場で
行われた天草地方大会に出場しました。

■最優秀賞受賞者（敬称略）　 ○木場大夢（登立小２年）○嶽本光晟（今津小２年）
　　　　　　　　　　　　　  ○齊藤渚（上北小４年）　○山下茂（登立小６年）
※木場大夢くんと山下茂くんは天草地方大会でも最優秀賞を受賞。うち木場く
んは 10 月 25 日（日）熊本市で行われた県大会に天草郡市の代表として出場し
ています。

▲大会の様子

▲

左
か
ら
齊
藤
さ
ん
、
木
場
く
ん
、
嶽
本
く
ん
、
山
下
く
ん
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心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

●社会教育課
　☎0969（56）1111
●中央公民館
　☎0969（56）0777
●大矢野自然休養村
　管理センター
　☎0964（56）4393

広報 上天草27

■図書館おはなし会（30分～１時間）
【大矢野】11月28日（土）14時から（森記念図書館）
　　　　12月12日（土）10時から（西の浦公民館）
※治郎田公民館でのおはなし会は当面の間、お休みさせてい
ただきます。
【中　央】12月12日（土）14時から（アロマ視聴覚室）
【姫　戸】12月12日（土）10時から（姫戸図書館）
【龍ヶ岳】11月21日（土）14時から（龍ヶ岳図書館）
［対象：幼児～小学校低学年］
※みんながウキウキするような、楽しいおはなしをたくさん用
意して待ってます！おはなし会の最後には、みんなで楽しく工
作の時間。お友だちを誘って来てね！

■あかちゃんおはなし会（約20分）
【中央】12月２日（水）10時30分から（中央図書館児童書コーナー）
［対象：０歳～未就園児とその保護者］
※絵本の読み聞かせや歌遊び、ふれあい遊びなど盛りだくさん
の内容です。

☎
•

☎

•

☎
•

☎
•

今月の本
ほ ん

11 月は「読書の秋」
12 月は「お掃除」

2009.11 月号



〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
☎ 0964（56）1111
総務課・財政課・税務課・
納税課・監理課・大矢野
窓口センター・企画政策
課・商工観光課・農林水
産課・地籍調査課・企業
誘致課・会計課・議会事
務局・農業委員会・監査
事務局

〒 861-6192
上天草市松島町合津 3538-3
☎ 0969（56）1111
市民窓口課・建設課・都
市整備課・環境衛生課・
保健課（保健センター・
健康づくり推進室）・高齢
者ふれあい課・福祉課・
教育委員会（学務課・社
会教育課）

〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
☎ 0969（58）2111

〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
☎ 0969（62）1111

☎
総
務
課
行
政
係

行
政
相
談

☎
保
健
課

年
金
相
談

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

　

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源
泉

所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
の
１
年
間
の
合
計

額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対

す
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の

が
普
通
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額
の

過
不
足
分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
手
続
を
「
年
末
調

整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年

末
調
整
に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税

を
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ

る
た
め
に
は
、
勤
務
先
に
扶
養
親

族
や
保
険
料
な
ど
の
申
告
を
正
し

く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
平
成
21
年
度
分
「
年
末
調
整
説

明
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

▼
開
催
日　

11
月
17
日
（
火
）

▼
時
間　

14
時
〜
16
時

▼
会
場　

松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」

▼
対
象　

上
天
草
市

▼
問
合
せ
先　

天
草
税
務
署　

☎

０
９
６
９
（
22
）２
５
１
０
（
自

動
音
声
案
内
）

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
無
料
相
談
会

　

借
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
の

無
料
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
相
談
員
や
弁
護
士
、

司
法
書
士
が
お
話
を
伺
い
ま
す
。

専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が
安
心

へ
の
早
道
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
も
、
た
く

さ
ん
の
方
が
相
談
さ
れ
、
生
活
再

建
に
向
か
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日　

11
月
18
日
（
水
）

▼
受
付
時
間　

13
時
〜
16
時

▼
場
所　

松
島
総
合
セ
ン
タ
ー　

「
ア
ロ
マ
」

▼
予
約
・
問
合
せ
先　

熊
本
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎

０
９
６
（
３
８
３
）
０
９
９
９

※
で
き
る
だ
け
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

☎
市
民
窓
口
課

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談
所

　

12
月
４
日
（
金
）
〜
10
日
（
木
）

は
人
権
週
間
で
す
。
い
じ
め
・
体

罰
、
家
庭
内
暴
力
、
金
銭
ト
ラ
ブ

ル
、
相
続
問
題
、
近
隣
問
題
、
障

が
い
者
差
別
、
外
国
人
差
別
な
ど

あ
ら
ゆ
る
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と

を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
の
人
権
擁
護
委
員
が
親
切

丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

▼
開
催
日　

12
月
１
日

▽
10
時
〜
15
時
・
大
矢
野
農
村

婦
人
の
家

▼
開
催
日　

12
月
２
日

▽
10
時
〜
15
時
・
松
島
保
健
セ

ン
タ
ー

▼
開
催
日　

12
月
４
日

▽
10
時
〜
15
時
・
龍
ヶ
岳
統
括

支
所
相
談
室

▼
開
催
日　

12
月
４
日

▽
10
時
〜
15
時
・
姫
戸
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

☎
市
民
窓
口
課

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

▼
実
施
期
間　

11
月
15
日
（
日
）

〜
21
日
（
土
）

▼
時
間　

平
日
８
時
30
分
〜
19

時　

土
日
10
時
〜
17
時

▼
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
専
用
電
話
番
号　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）

８
１
０

▼
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委

員
・
法
務
局
職
員

▼
相
談
内
容　

夫
婦
、
Ｄ
Ｖ
、

女
性
差
別
等
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

熊
本
地
方
法
務
局
で

は
、
月
〜
金
曜
日
の
８
時
30

分
〜
17
時
15
分
ま
で
、
常
時
、

同
じ
専
用
電
話
番
号
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

法
務
局
・
公
証
人
な
ん
で
も

相
談
所

　

熊
本
地
方
法
務
局
天
草
支
局
及

び
、
天
草
公
証
人
役
場
で
は
、
平

日
に
法
務
局
、
公
証
人
役
場
を
利

用
す
る
こ
と
が
困
難
な
お
客
さ
ま

の
利
便
を
図
り
、
法
務
局
、
公
証

人
役
場
の
取
り
扱
う
業
務
に
つ
い

て
、
広
く
地
域
住
民
の
皆
様
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
熊
本
地
方

法
務
局
天
草
支
局
に
お
い
て
、「
法

務
局
・
公
証
人
な
ん
で
も
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

▼
開
設
日
時　

12
月
５
日
（
土
）

10
時
〜
16
時
（
受
付
は
15
時

30
分
ま
で
）

▼
相
談
内
容　

相
続
や
売
買
な
ど

に
よ
る
不
動
産
登
記
、
会
社

の
設
立
登
記
、
地
代
や
家
賃

の
供
託
に
関
す
る
こ
と
、
家

庭
内
の
も
め
ご
と
、
近
隣
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
国
籍
等
に

関
す
る
相
談
、
法
的
に
特
別

な
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
る
、

公
正
証
書
で
の
遺
言
や
契
約

書
等
の
作
成
の
相
談
な
ど
を
、

法
務
局
の
職
員
、
公
証
人
が

お
受
け
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
地
方
法
務
局

天
草
支
局
☎
０
９
６
９
（
22
）

２
４
６
７

入札予
定時期 工　　　事　　　名 工事種別 工事概要 工事場所 工事期間

12 月 市道馬場江樋戸線道路維持工事 土木 道路拡幅　L＝ 30ｍ 大矢野町上地区内 4ヶ月
12月 市道塩浜１号線道路改良工事 土木 改良　L＝ 50ｍ 大矢野町維和地区内 3ヶ月
12月 大矢野中学校体育館改築用地造成工事 土木 用地造成一式 大矢野町中地区内 4ヶ月
12月 池の迫地区排水路付替工事 土木 排水路付替　L＝ 100 ｍ 大矢野町中地区内 4ヶ月
1月 市道環状北線道路改良工事 土木 改良　L＝ 50ｍ 大矢野町登立地区内 3ヶ月
1月 市道江後学校線道路改良工事 土木 改良　L＝ 40ｍ 大矢野町中地区内 3ヶ月
1月 市道本郷山浦線道路改良工事 土木 改良　L＝ 60ｍ 松島町教良木地区内 3ヶ月
1月 今津小学校体育館補強工事 建築 体育館耐震補強一式 松島町合津地区内 3ヶ月
1月 今津小学校校舎補強工事 建築 校舎耐震補強一式 松島町合津地区内 3ヶ月
1月 上天草市斎場改修工事 建築 内装改修、収骨場改築 大矢野町登立地区内 5ヶ月
2月 中南小学校改修補強工事 建築 校舎耐震補強一式 大矢野町中地区内 2ヶ月
2月 上小学校校舎補強工事 建築 校舎耐震補強一式 大矢野町上地区内 2ヶ月
2月 今津中学校校舎補強工事 建築 校舎耐震補強一式 松島町合津地区内 2ヶ月

平成 21年度　上天草市工事発注予定一覧平成 21年度　上天草市工事発注予定一覧

☎
商
工
観
光
課

消
費
生
活
相
談
お
よ
び
弁
護

士
に
よ
る
無
料
相
談

　

専
門
相
談
員
に
よ
る
消
費
生
活

相
談
と
熊
本
県
弁
護
士
会
に
所
属

す
る
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
料

金
は
無
料
で
相
談
内
容
は
秘
密
厳

守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日　

12
月
12
日
（
土
）　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所　

上
天
草
市
総
合
運
動
公

園
「
ア
ロ
マ
」
研
修
室

▼
消
費
生
活
相
談　

▽
相
談
方
法　

面
接
方
式

▽
担
当
相
談
員　

藤
恵
美
子
（
ふ

じ　

え
み
こ
）
専
門
相
談
員

▽
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

随
時
対
応
致
し
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
弁
護
士
無
料
相
談　

▽
相
談
方
法　

面
接
方
式
（
一
人

あ
た
り
30
分
）

▽
担
当
弁
護
士　

熊
本
県
弁
護
士

会
所
属　

田
中
裕
司
（
た
な

か　

ひ
ろ
し
）
弁
護
士

▽
要
予
約　

先
着
６
名
（
申
込
み

締
切　

11
月
30
日
必
着
）

▽
申
込
み
先　

上
天
草
市
役
所　

商
工
観
光
課

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

肝
が
ん
撲
滅
運
動
市
民

公
開
講
座
に
つ
い
て

　

日
本
肝
臓
学
会
で
は
平
成
21
年

度
肝
が
ん
撲
滅
運
動
市
民
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時　

11
月
21
日
（
土
）

14
時
〜
16
時

▼
場
所　

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

最
近
の
肝
臓
病
治
療
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
参
加
費　

無
料

　

定
員
等
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
事

前
申
込
に
つ
い
て
は
不
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
大
学
消
化
器

内
科　

担
当
丸
山　

☎
０
９
６

（
３
７
３
）
５
１
５
０

お知らせ

▼
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期

▼
納
期
限　

11
月
30
日
（
月
）

▼
口
座
振
替
日　

11
月
25
日（
水
）

☎
税
務
課

11
月
の
納
税

税
の
ひ
ろ
ば

相
談
・
申
請

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
事
前
受
付
）
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

12
月
18
日
（
金
）

　

10
時
〜
15
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟
１

階
会
議
室

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

12
月
３
日
（
木
）

▽
松
島　

13
時
〜
16
時
・
社
会

福
祉
協
議
会
松
島
本
所

▼
開
設
日　

12
月
10
日
（
木
）・

12
月
24
日
（
木
）

▽
大
矢
野　

13
時
〜
16
時
・
大

矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
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●国民年金保険料は社会保険料
　控除の対象
　国民年金保険料は、納付した
金額が所得税・市町村民税の社
会保険料控除の対象となります。
　国民年金保険料を社会保険控
除として申告する場合は、毎年
1月 1日から 12月 31 日までの
間に納付（納付見込みを含む）
した国民年金保険料の額を証明
する書類の添付等が必要です。
●毎年 11月上旬に送付
　このため、生命保険会社等が
発行する控除証明書と同様に、
１年間に納付した国民年金保険
料の額を証明する「社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書」
（ハガキ）が、社会保険庁から毎
年 11月上旬に送付されます。
　証明内容は、本年１月から９
月 30 日までの間に納付された
国民年金保険料額と年内に納付
が見込まれる場合の見込額です。
●２月上旬に送付される場合
　年の途中から国民年金に加入
した場合など、10 月１日から
12 月 31 日までの間に初めて保
険料を納付する方については、
翌年２月上旬に同様の証明書が
送付されます。
●国民年金保険料は世帯で連帯
　して納付
　国民年金保険料は、被保険者
本人だけでなく、その世帯の世
帯主及び配偶者も連帯して納付
する義務があります。ご家族の
国民年金保険料を納付した場合
は、その納付額の全額が納付し
た方の所得税等の控除対象とな
りますので、年末調整等の手続
きの際にご自身の社会保険料の
額と合算して申告してください。
　この場合、ご家族分の「社会
保険（国民年金保険料）控除証
明書」も、申告する方の申告書
に添付等する必要があります。

【問合せ先】
　社会保険事務所
　☎ 0969（24）2154

年末調整や確定申告には
「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」を

天
草
准
看
護
高
等
専
修
学

校
生
徒
募
集

▼
実
施
趣
旨　

天
草

空
港
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
同

空
港
発
の
航
空
便

を
利
用
し
て
旅
行

す
る
団
体
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
で

助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
実
施
主
体　

熊
本
県

及
び
天
草
３
市
町

等
で
構
成
す
る
天

草
空
港
利
用
促
進
協
議
会
に

お
い
て
、
こ
の
助
成
事
業
を

行
い
ま
す
。

▼
助
成
内
容　

天
草
空
港
を
出
発

す
る
便
を
利
用
さ
れ
る
４
人

以
上
の
団
体
に
対
し
、
交
付

し
ま
す
。

　

利
用
区
間
お
よ
び
助
成
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
天
草
↓
福
岡　

１
人
に
つ
き

２
，
０
０
０
円

▽
天
草
↓
熊
本　

１
人
に
つ
き

１
，
０
０
０
円

▽
天
草
↓
熊
本
↓
神
戸　

１
人
に

つ
き
２
，
０
０
０
円

▼
助
成
の
主
な
条
件　

▽
助
成
期
間
は
11
月
15
日
（
日
）

〜
平
成
22
年
２
月
28
日
（
日
）

と
し
ま
す
。

▽
助
成
金
は
天
草
発
の
便
が
対
象

平
成
21
年
度
天
草
空
港

団
体
利
用
支
援
事
業

と
な
り
ま
す
が
、
同
一
団
体

が
復
路
便
を
利
用
の
場
合
も

対
象
と
し
ま
す
。

▽
大
人
・
小
児
の
別
、
運
賃
種
別

は
問
い
ま
せ
ん
。
旅
行
代
理

店
等
で
企
画
さ
れ
た
旅
行
商

品
も
助
成
の
対
象
と
し
ま
す
。

※
助
成
期
間
内
で
あ
っ
て
も
対
象

人
員
に
達
し
た
時
点
で
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▼
助
成
の
申
請
等　

▽
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
予
約
時
又
は
出
発
20
分

前
ま
で
に
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン

㈱
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
は
、
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
搭

乗
手
続
き
の
際
に
代
表
者
が

申
請
書
に
記
入
し
て
い
た
だ

き
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
確
認
後
、
助

成
金
を
代
表
者
に
交
付
い
た

し
ま
す
。
そ
の
際
、
受
領
書

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
空
港
利
用

促
進
協
議
会
事
務
局　

天
草

市
企
画
部
地
域
振
興
課
地
域

振
興
係　

☎
０
９
６
９
（
23
）

１
１
１
１

▽
９
月
15
日
入
札
分

▼
蔵
々
漁
港
浮
体
式
係
船
岸
設

計
業
務
委
託

　

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

　

②
（
株
）
中
央
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
九
州
支
店
（
熊
本
市
）

　

③
１
５
９
万
６
，
０
０
０
円

　

④
９
月
〜
10
月

▼
池
の
迫
地
区
排
水
路
付
替
工

事
測
量
設
計
委
託
業
務

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②
（
株
）
第
一
コ
ン
サ
ル
タ

☎
監
理
課

ン
ト
天
草
支
店
（
天
草
市
）

　

③
１
５
７
万
５
，
０
０
０
円

　

④
９
月
〜
10
月

▼
市
営
下
貫
団
地
１
号
棟
外
壁
塗

装
改
修
２
期
工
事

　

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

　

②（
有
）尾
上
商
会（
龍
ヶ
岳
町
）

　

③
４
７
７
万
７
，
５
０
０
円

　

④
９
月
〜
12
月

▼
西
川
内
地
区
用
排
水
路
改
修
工

事
（
１
工
区
）

　

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

　

②
（
有
）
山
口
海
運
（
姫
戸
町
）

　

③
３
５
８
万
５
０
０
円

　

④
９
月
〜
12
月

▼
西
川
内
地
区
用
排
水
路
改
修
工

事
（
２
工
区
）

　

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

　

②
山
口
工
務
店
（
姫
戸
町
）

　

③
３
７
５
万
９
，
０
０
０
円

　

④
９
月
〜
12
月

▼
稲
戸
１
号
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

場
ポ
ン
プ
取
替
工
事

　

①
松
島
町
合
津
地
区
内

　

②
九
州
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
（
株
）
天
草
支
店
（
天
草
市
）

　

③
１
７
９
万
５
，
５
０
０
円

　

④
９
月
〜
11
月

▼
大
潟
送
水
管
布
設
替
工
事
（
１

工
区
）　　
　
　

　

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

　

②
（
有
）
金
子
電
気
（
大
矢

野
町
）

　

③
２
３
２
０
万
５
，
０
０
０
円

　

④
９
月
〜
12
月

▼
大
潟
送
水
管
布
設
替
工
事
（
２

工
区
）

　

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

　

②（
有
）小
松
野
電
気（
大
矢
野
町
）

　

③
１
５
８
３
万
４
，
０
０
０
円

　

④
９
月
〜
12
月

▼
市
道
野
釜
線
配
水
管
新
設
（
Ａ
）

工
事

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②
竹
本
電
気
（
大
矢
野
町
）

　

③
２
６
０
万
４
，
０
０
０
円

　

④
９
月
〜
11
月

▼
市
道
野
釜
線
配
水
管
新
設
（
Ｂ
）

　

天
草
郡
市
医
師
会
附
属
天
草
准

看
護
高
等
専
修
学
校
で
は
、
平
成

第
３
回
上
天
草
・
海
の

ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦

　

海
の
環
境
問
題
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
上
天

草
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
海
岸
や
防
波

堤
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

11
月
29
日
（
日
）

※
少
雨
決
行

▼
場
所　

　

松
島
町
干
切
漁
港
〜
姫
戸
町
牟

田
漁
港
の
海
岸
お
よ
び
堤
防

▼
集
合
場
所　

　

干
切
漁
港
近
く
国
道
敷
き
広
場

▼
集
合
時
間　

８
時
30
分

▼
留
意
事
項　

　

手
袋
や
タ
オ
ル
等
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

　

上
天
草
・
海
の
ご
み
ゼ
ロ
大

作
戦
実
行
委
員
会

工
事

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②
竹
本
電
気
（
大
矢
野
町
）

　

③
２
６
０
万
４
，
０
０
０
円

　

④
９
月
〜
11
月

▼
市
道
井
川
の
下
１
号
線
舗
装
工
事

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②
磯
口
建
設（
有
）（
大
矢
野
町
）

　

③
１
５
４
万
３
，
５
０
０
円

　

④
９
月
〜
11
月

▼
野
釜
漁
港
防
波
堤
工
事

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②（
有
）和
田
工
務
店（
大
矢
野
町
）

　

③
７
１
７
万
１
，
５
０
０
円

　

④
９
月
〜
12
月

▼
湯
島
漁
港
浚
渫
工
事

　

①
大
矢
野
町
湯
島
地
区
内

　

②（
有
）河
上
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
８
８
２
万
円

　

④
９
月
〜
12
月

▼
貝
場
漁
港
防
波
堤
嵩
上
工
事

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②（
有
）山
口
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
２
４
５
万
７
，
０
０
０
円

【地デジサポーターによる戸別訪問のご案内】
　2011 年 7月に現在視聴しているアナログ放送が終了し、地上デ
ジタル放送へと完全移行します。この地上デジタル放送を視聴す
るためには、地上デジタル放送対応のテレビ又はチューナー等が
必要となります。また、アンテナ工事等も必要となる場合があり
ます。　　　　
　総務省熊本県テレビ受信者支援センター ( 愛称：デジサポ熊本 )
では、「地デジに関する説明会・相談会・戸別訪問」を進めています。
　高齢者の中には、地デジへの対応方法等が判らないという方も
多い事から、デジサポ熊本で行う戸別訪問と併行して、熊本県電
機商工組合加盟の電器店（地デジサポーター）のご協力により、
地デジの準備について、親切なアドバイスを無料にて行います。
　現在、地デジ完全移行に便乗して、架空の工事料金や加入負担
金を請求するといった詐欺が発生していることから、悪質な訪問
販売等と混同されないように、地デジサポーターのご訪問時には
ユニフォーム、腕章、IDカードを着用し訪問いたします。

【地デジサポーターユニフォーム他】

●問い合わせ先
総務省　熊本県テレビ受信者支援センター
☎（096）325-6255　　　　　　
受付時間　平日／９時～ 18 時（土・日・
祝日は除く）

22
年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

30
名
程
度

▼
受
験
資
格
及
び
試
験
内
容

▽
一
般
入
学

①
受
験
資
格　

中
学
校
を
卒
業
し

た
者
（
卒
業
見
込
み
の
者
を

含
む
）

②
試
験
内
容　

国
語
・
数
学
・
社

会
・
面
接

▽
社
会
人
入
学

①
受
験
資
格　

中
学
校
を
卒
業
し

た
者
で
か
つ
平
成
22
年
４
月

１
日
現
在
で
満
25
歳
以
上
の

者
②
試
験
内
容　

国
語
・
作
文
・
面

接
▼
願
書
受
付
期
間　

12
月
１
日

（
火
）
〜
平
成
22
年
１
月
14
日

（
木
）

▼
受
付
時
間　
（
月
）
〜
（
金
）

は
８
時
30
分
〜
17
時
、（
土
）

は
８
時
30
分
〜
12
時

▼
試
験
日　

平
成
22
年
１
月
19
日

（
火
）

　

提
出
書
類
・
願
書
請
求
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
問
合
せ
先
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
郡
市
医
師

会
附
属
天
草
准
看
護
高
等
専

修
学
校
☎
０
９
６
９
（
22
）

お知らせ

そ
の
他

　

☎
０
９
６
９
（
63
）
０
４
７
７

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
天
草
元
気
工

房
）　
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平成21年
10月31日現在

人 　 口 32,437人
男 　 性 15,219人
女 　 性 17,218人
世 帯 数 12,331戸
市の面積 126.12㎢

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
松
朗
園
・

き
ら
ら
の
里
・
南
風
苑
）
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
方
々

を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
菓

子
工
房
ア
ロ
ー
ム
、
本
郷
地
区
絵

手
紙
も
み
じ
会
、
天
理
教
大
矢
野

支
部
、
芳
扇
会
、
江
原
会
、
上
江

樋
戸
子
供
会
、
上
新
田
子
供
会
、

山
崎
幸
吉
、
山
本
春
子
、
吉
川
キ

ヨ
カ
、
林
フ
ジ
エ
、
木
村
政
恵
、

前
川
タ
マ
ノ
、
嘉
悦
テ
ル
子
、
沼

今日からさっそく

～ 飲 酒 に つ い て ～

　高齢者のアルコール依存症も増
加しています。高齢者が依存症に
なるきっかけは、生きがいをなく
したり、配偶者を亡くした悲しみ
など、寂しさや孤立感が大きな要
素となっています。特に男性は、
退職によって孤立感を深めること
が多いようです。 
高齢者への飲酒アドバイス
①今までの調子で飲まない　
　年をとるとアルコールの代謝能
力は低下します。今までの調子で
飲んでは、身体をこわしたり思わ
ぬ失敗の原因になります。 
②昼間から飲まない 
　「することがない」「とがめる人
もいない」といって昼間からお酒
を飲むのはよくありません。依存
症になる一番の早道です。 
③一人で飲むお酒は控えめに　
　退屈を紛らわす一人酒。ついつ
い飲み過ぎてしまいます。お酒は
家族や友人と楽しく飲みましょう。 
④ 家族のアドバイスには耳を傾け
る
　年をとるに従い、身近な人の言
うことが素直に聞けなくなります。
家族の心配は有難いものです。 
⑤薬とは一緒に飲まない　
　年をとると薬を服用する機会が
増えてきますが、薬によってはア
ルコールと相互作用を持つものも
あります。お医者さまに相談しま
しょう。 
⑥ 肝臓などの検査を定期的に受け
る
　在職時には定期検診があります
が、退職後はこうした機会も減り
ます。自ら進んで検査を受けまし
ょう。

（社）アルコール健康医学協会
「退職後のお酒との付き合い方」参照

●問合せ先
地域包括支援センター
（松島庁舎）
☎ 0969（56）1111

　現在、市の水道は、大矢野（湯島を除く）・姫戸・龍
ヶ岳は「上天草・宇城水道企業団」と「八代生活環境
事務組合」から浄水（飲料水）を購入しています。
　松島町・湯島においては、原水（ダム・川などの表流水・
井戸）の水をろ過し、ゴミ等を取り除いてきれいにし
た後、大腸菌や他の雑菌を滅菌する「次亜塩素酸ソーダ」
という薬品を注入した後、皆様の家庭に供給していま
す。
　そして、安全な水であるかを確認するために、毎月
市内 6ヵ所で、水質検査（9項目）を実施しています。
さらに、年に 2～ 4 回、20 項目・51 項目の検査も実
施しています。　
　また、松島・湯島においては、原水の検査も 102 項
目にわたり実施しています。その理由は、自然の水か
ら安全な水を作る際、農薬やその他有害な化学物質が
含まれていないかを監視するためです。

☎　水道局
善
意
に
感
謝

田
満
子
、
池
田
イ
ツ
エ
、
西
本
書

道
教
室
、
西
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、

濱
口
民
謡
教
室
、水
野
国
夫
先
生
、

琴
城
流
会
、
高
戸
婦
人
会

▼
ふ
る
さ
と
納
税
に
寄
付

▽
子
育
て
応
援
事
業

●
小
松
野　

伸
一
（
上
天
草
市
）

▽
ふ
る
さ
と
環
境
保
全
事
業

●
大
田　

司　
（
旧
龍
ヶ
岳
町
大

道
東
浦
出
身
）

　10 月に姫戸中学校
から、３名の２年生が
「体験学習」に水道局
に勉強に来ました。担
当者から水道局の仕事
に関し、ひととおりの
説明を受けた後、松島
町の「倉江浄水場」に
おいて、実際に水が出来るまでの過程を熱心に勉強し
ました。なかには、職員も返答に困るような質問もあ
ったそうです。
　その後、湯島で現在工事している「配水管の布設替
工事」を視察に行きました。

【３人からのお願い】
＊皆さん水を大切に使いましょう！
＊蛇口の水は、必ず最後までしめましょう！
＊水は非常に大切なものです。節水に心がけましょう！

▼

中
松
君
（
左
）
平
岡
君
（
中
）
畑
君
（
右
）

▼
江
樋
戸
港
改
修
（
Ａ
）
工
事

　

①
大
矢
野
町
上
地
先

　

②
（
株
）
斎
藤
建
設
（
大
矢

野
町
）
③
３
，
７
８
０
万
円

　

④
10
月
〜
１
月

▼
江
樋
戸
港
改
修
（
Ｂ
）
工
事

　

①
大
矢
野
町
上
地
先

　

②
（
株
）
千
原
建
設
（
大
矢

野
町
）
③
２
，
５
３
４
万
７
，

０
０
０
円
④
10
月
〜
３
月

　

④
９
月
〜
11
月

▼
七
ツ
割
漁
港
防
波
堤
工
事

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②（
有
）藤
島
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
２
３
３
万
１
，
０
０
０
円

　

④
９
月
〜
11
月

▼
蔵
々
地
区
貯
水
池
堆
積
土
浚
渫

工
事

　

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

　

②（
有
）渡
辺
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
２
３
１
万
円

　

④
９
月
〜
11
月

▽
10
月
７
日
入
札
分

▼
市
道
馬
建
小
学
校
線
基
本
測
量

設
計
委
託

　

①
松
島
町
合
津
地
区
内

　

②
（
株
）
都
市
開
発
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
（
熊
本
市
）

　

③
１
８
９
万
円
④
10
月
〜
12
月

▼
大
作
山
地
区
排
水
路
測
量
設
計

業
務
委
託

　

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

　

②
光
亜
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
株
）

天
草
支
店
（
天
草
市
）

　

③
１
２
２
万
８
，
５
０
０
円

　

④
10
月
〜
11
月

▼
上
天
草
市
斎
場
改
修
工
事
設
計

監
理
業
務
委
託

　

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

　

②
齋
藤
建
築
設
計
事
務
所
（
大

矢
野
町
）

　

③
４
６
６
万
２
，
０
０
０
円

　

④
10
月
〜
３
月

▼
上
小
学
校
校
舎
補
強
工
事
実
施

設
計
業
務
委
託

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②
嶋
田
建
築
設
計
事
務
所
（
大

矢
野
町
）
③
２
３
８
万
３
，

５
０
０
円
④
10
月
〜
２
月

▼
今
津
中
学
校
校
舎
補
強
工
事

実
施
設
計
業
務
委
託　

　

①
松
島
町
合
津
地
区
内

　

②
ユ
ー
設
計
事
務
所（
天
草
市
）

　

③
３
０
９
万
６
，
４
５
０
円

　

④
10
月
〜
２
月

▼
市
道
船
津
神
代
線
舗
装
工
事

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

　

②
木
下
建
設
（
有
）（
姫
戸
町
）

　

③
３
４
６
万
５
，
０
０
０
円

　

④
10
月
〜
12
月

▼
市
道
白
浜
団
地
10
号
線
他
舗

装
工
事　

　

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

　

②
滝
下
工
業（
有
）（
龍
ヶ
岳
町
）

　

③
２
４
４
万
６
，
５
０
０
円

　

④
10
月
〜
11
月

▼
市
道
辺
戸
串
鷲
の
巣
線
道
路

維
持
工
事　

　

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

　

②
（
有
）
志
水
建
設
（
姫
戸
町
）

　

③
１
２
０
万
２
，
２
５
０
円

　

④
10
月
〜
11
月

▼
永
目
港
埋
立
地
排
水
工
事　

　

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

　

②
（
有
）
松
本
組
（
姫
戸
町
）

　

③
１
，
１
１
８
万
２
，
５
０
０
円

　

④
10
月
〜
１
月

▼
市
道
下
老
岳
１
号
線
道
路
改

良
工
事　

　

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

　

②
天
栄
工
業
（
株
）（
松
島
町
）

　

③
５
６
４
万
９
，
０
０
０
円

　

④
10
月
〜
１
月

▼
市
道
ひ
か
り
の
園
線
舗
装
工
事

　

①
松
島
町
今
泉
地
区
内

　

②
（
有
）
福
田
建
設
（
松
島
町
）

　

③
３
４
１
万
２
，
５
０
０
円

　

④
10
月
〜
11
月

▼
硴
瀬
地
区
枝
線
管
渠
築
造
工
事

（
そ
の
４
）　　
　

　

①
松
島
町
阿
村
地
区
内

　

②
上
岡
建
設
（
松
島
町
）

　

③
８
４
０
万
円

　

④
10
月
〜
１
月

▼
硴
瀬
地
区
配
水
管
布
設
替
工
事

　

①
松
島
町
阿
村
地
区
内

　

②
キ
ム
ラ
デ
ン
キ
（
松
島
町
）

　

③
１
９
８
万
４
，
５
０
０
円

　

④
10
月
〜
１
月

▼
亀
の
迫
地
区
生
活
排
水
整
備
工
事

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②
（
有
）
山
口
建
設
（
大
矢
野
町
）

　

③
１
７
２
万
２
，
０
０
０
円

　

④
10
月
〜
12
月

▼
積
米
地
区
生
活
排
水
整
備
工
事

　

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

　

②
木
下
建
設
（
株
）（
大
矢
野
町
）

　

③
１
２
０
万
７
，
５
０
０
円

　

④
10
月
〜
12
月

▼
市
道
環
状
西
２
号
線
（
寄
船
）

道
路
改
良
工
事
（
そ
の
２
）

　

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

　

②
（
有
）
切
通
建
設
（
大
矢
野
町
）

　

③
３
０
２
万
４
，
０
０
０
円

　

④
10
月
〜
12
月

☎
企
画
政
策
課

上
天
草
市
地
域
振
興
買
物
券

事
業
の
実
施

　

市
で
は
、
商
工
業
等
の
活
性
化

を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

促
進
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
地
域
振
興
買
物
券
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
概
要
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
買
物
券
の
名
称　

上
天
草
市
地

域
振
興
買
物
券
「
未
来
」

　

１
冊
５
，
０
０
０
円
（
５
０
０

円
券
×
11
枚
綴
り
）

▼
買
物
券
の
販
売
期
間　

平
成
22

年
１
月
11
日
（
月
）
〜
３
月
31

日
（
水
）（
完
売
次
第
終
了
）

▼
買
物
券
の
利
用
期
間　

平
成
22

年
１
月
11
日
（
月
）
〜
３
月
31

日
（
水
）
ま
で

　

な
お
、
買
物
券
の
利
用
で
き

る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
現
在

登
録
事
業
所
を
募
集
中
で
あ
り
、

決
ま
り
次
第
、
12
月
の
区
長
便

に
て
全
世
帯
へ
配
布
す
る
と
と

も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
予
定
で
す
。

　

そ
の
他
、
事
業
の
詳
細
な
内
容

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
広
報

12
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か

　
　
　
　

検
察
審
査
会

　

検
察
審
査
会
と
は
、
警
察
官
が

犯
罪
の
嫌
疑
を
受
け
て
い
る
人

（
被
疑
者
）
を
不
起
訴
処
分
（
裁

判
に
か
け
な
い
こ
と
）
と
し
た
と

き
に
、
そ
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す

る
機
関
で
、地
方
裁
判
所
ま
た
は
、

そ
の
支
部
の
所
在
地
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
選
挙
権
が
あ
る
国
民

の
中
か
ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
11

人
の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、

被
害
者
や
犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し

た
人
か
ら
、
警
察
官
の
不
起
訴
処

分
を
不
服
と
し
て
申
し
立
て
が
あ

っ
た
と
き
な
ど
に
審
査
を
行
い
ま

す
。

　

審
査
の
申
し
立
て
や
相
談
が
あ

る
と
き
は
、
熊
本
地
方
裁
判
所
内

熊
本
検
察
審
査
会
事
務
局
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
問
合
せ
先
ま
で
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
地
方
裁
判

所
内
熊
本
検
察
審
査
会
事

務
局
☎
０
９
６
（
３
２
５
）

２
１
２
１

お知らせ
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〠

大矢野町登立
☀ 　
　

　
　　

♣
　

☀ 　
　

　
　      

♣
　

松島町阿村

7

▽
広
報
紙
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
趣
味
や
地

域
活
動
な
ど
で
活
躍
す
る
方
々
と
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
が
増
え
、
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か

り
で
す
。
▽
時
に
は
未
来
を
担
う
学
生
さ
ん
。
時

に
は
人
生
の
大
先
輩
。
目
標
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
方
は
輝
い
て
み
え
ま
す
。
▽
私
も
広
報
誌
は

何
の
た
め
に
あ
る
の
か
。
と
、
自
分
で
目
標
を
持

ち
、
皆
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
▽
力
不
足
で
は
あ
り

ま
す
が
、
初
心
を
忘
れ
ず
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
K
）

▽
２
ヶ
月
前
の
９
月
号
編
集
後
記
で
朝
晩
が
涼
し

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昼
間
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
で

す
ね
と
い
う
文
を
書
い
て
た
の
で
す
が
、
10
月

も
終
わ
り
、
11
月
に
入
ろ
う
と
い
う
の
に
ち
ょ

っ
と
動
く
と
汗
を
か
く
日
が
多
い
で
す
よ
ね
。
も

う
少
し
涼
し
く
な
っ
て
く
れ
〜
と
思
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
▽
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
と
き
は

い
つ
も
時
間
に
追
わ
れ
て
ば
た
ば
た
。
来
月
こ
そ

は
余
裕
を
持
っ
て
こ
の
編
集
後
記
を
書
く
ぞ
と
思

っ
て
い
る
の
で
す
が
…
。
次
は
12
月
号
、
今
年
の

最
後
の
発
行
に
な
る
の
で
余
裕
を
も
っ
て
こ
の
編

集
後
記
に
の
ぞ
め
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

（
は
ん
に
ゃ
？
）

小林　夏美さん 作品名
「The road to peace」


